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福祉サービスの苦情解決をお手伝いします
（秋田県運営適正化委員会）
・職場紹介リレー
・介護のしごとにチャレンジしてみませんか？
平成24年度秋田県社会福祉協議会事業報告及び決算
皆様の善意
シリーズ“こだわりの品”

【写真】
由利本荘市「中央保育園」

４歳児クラスの子ども達。
大好きな先生と一緒にパチリ！
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待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
保

育
所
な
ど
の
受
入
れ
児
童
数
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
働
き
方
や

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
保
育
を

提
供
す
る
た
め
、
家
庭
的
保
育
、
延
長

保
育
、
休
日
・
夜
間
保
育
、
病
児
・
病

後
児
保
育
な
ど
の
充
実
を
図
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
民
間
保
育
所
運
営
費

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
設
置
す
る
民
間

保
育
所
の
運
営
費
を
増
額
し
、
年
間
約

７
万
人
増
の
受
入
れ
児
童
数
の
拡
大
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
家
庭
的
保
育
事
業
（
保
育
マ
マ
）

　

利
用
児
童
数
１
．３
万
人
分
及
び
家

庭
的
保
育
開
設
準
備
経
費
の
新
設
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

③
保
育
環
境
改
善
等
事
業

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
の
設
置
促

進
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
施
設
の
軽
微
な
改
修
等
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
延
長
保
育
促
進
事
業

　

残
業
や
通
勤
距
離
の
遠
距
離
化
な
ど

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
開
所
時
間

を
超
え
て
実
施
す
る
延
長
保
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

地
域
の
児
童
が
発
熱
等
の
急
な
病
気

と
な
っ
た
場
合
に
、
病
院
・
保
育
所
等

に
付
設
さ
れ
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
お
い

て
、
看
護
師
等
が
一
時
的
に
保
育
す
る

事
業
や
、
保
育
中
に
体
調
不
良
と
な
っ

た
児
童
に
対
し
て
保
育
所
の
医
務
室
等

に
お
い
て
緊
急
的
な
対
応
を
行
う
事
業

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
休
日
・
夜
間
保
育
事
業

　

保
護
者
の
勤
務
形
態
が
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、
休
日
や
夜
間
に
お
い
て
も

保
育
を
実
施
す
る
た
め
、
認
可
保
育
所

の
ほ
か
、
一
定
の
設
備
基
準
や
職
員
配

置
基
準
を
満
た
す
施
設
を
補
助
対
象
と

し
、
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

④
そ
の
他
の
保
育
の
推
進

　

保
育
所
や
事
業
所
内
保
育
施
設
の
保

育
士
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修

事
業
な
ど
を
盛
り
込
み
、
保
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※

県
内
保
育
所
の
現
状
や
男
性
保
育
士

の
活
躍
等
に
つ
い
て
、
秋
田
県
民
間
保

育
所
協
議
会
常
任
委
員
で
、
社
会
福
祉

法
人
中
央
会
「
中
央
保
育
園
」
の
藤
井

み
は
と
園
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

秋
田
県
内
に
は
現
在
、
２
４
６
ヵ
所

の
認
可
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。内
訳
は
、

民
間
保
育
所
１
４
５
ヵ
所
、
公
立
保
育

所
１
０
１
ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
可
保
育
所
は
、
平
成
15
年
か
ら
10

年
間
で
全
体
と
し
て
は
６
ヵ
所
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。民
間
保
育
所
が
増
え
、

公
立
保
育
所
が
減
っ
た
要
因
と
し
て

は
、
公
立
保
育
所
の
民
間
移
行
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

の
高
い
職
業
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
県
内
で
は
、
産
休
代
替
等
で
年
度

途
中
に
求
人
を
出
し
て
も
応
募
が
な
い

と
い
う
状
況
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
会
の
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
同
様
で
、
平
成
24
年

度
は
保
育
士
の
新
規
求
人
61
名
（
す
べ

て
非
正
規
職
員
と
し
て
の
求
人
）
に
対

し
て
、
求
職
者
は
16
名
で
し
た
が
、
正

規
職
員
希
望
者
が
大
半
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
採
用
に
結
び
つ
い
た
方
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
延
長
保
育
や
休
日
保
育
を
利

用
す
る
子
ど
も
の
増
加
、
発
達
上
の
課

題
が
見
ら
れ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
等
、

多
様
化
す
る
保
育
内
容
や
保
護
者
と
の

か
か
わ
り
方
、
職
場
の
人
間
関
係
に
悩

ん
で
離
職
す
る
若
い
保
育
士
も
増
え
て

き
て
い
る
状
況
に
、「
各
保
育
所
で
、

若
い
保
育
士
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
育
て
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
一
方
、
首
都
圏
で

は
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
秋

田
の
若
い
保
育
士
が
そ
ち
ら
に
向
か
っ

て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
も
あ
り
ま

す
。」
と
藤
井
園
長
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し

て
、『
隠
れ
待
機
児
童
』
の
問
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
国
が
定
め
た
基
準
を
満

た
す
認
可
保
育
所
に
入
れ
ず
、
や
む
な

く
「
認
可
外
保
育
施
設
」
に
通
う
子
ど

も
や
、
定
員
の
関
係
で
兄
弟
が
別
々
の

保
育
所
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
等
が
『
隠
れ
待
機
児
童
』
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
に
本
格
的
な

ス
タ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
『
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』（※
）
に
関

し
て
、
保
育
現
場
か
ら
は
「
保
育
所
を

ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
」、「
職
員
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」

な
ど
と
今
後
の
保
育
所
の
あ
り
方
そ
の

も
の
を
不
安
視
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

県
内
の
各
市
町
村
で
も
協
議
す
る
場
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

　

由
利
本
荘
市
に
あ
る「
中
央
保
育
園
」

は
、『
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

し
、
保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
と

家
庭
、
保
育
園
が
一
緒
に
育
て
て
い
く

保
育
』
を
目
指
し
、
１
３
４
名
の
子
ど

も
達
に
日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
勤

務
体
制
の
工
夫
や
、
連
絡
調
整
に
よ
る

情
報
の
共
有
に
よ
り
、
全
職
員
が
す
べ

て
の
子
ど
も
と
保
護
者
の
顔
と
名
前
を

把
握
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
的
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
づ

く
り
に
配
慮
し
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

に
よ
る
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
保
育
を

心
掛
け
る
と
と
も
に
、
英
会
話
教
室
で

国
際
感
覚
を
養
い
、
体
育
教
室
や
は
だ

し
保
育
で
丈
夫
な
身
体
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
保
育
の
特
色
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
４
月
に
園
舎
を
新

築
移
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
と
の

か
か
わ
り
を
重
視
し
、
子
ど
も
を
皆
で

育
て
て
い
く
と
い
う
考
え
で
町
内
会
に

も
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害

時
に
は
、
ど
う
し
て
も
近
隣
の
手
助
け

が
必
要
と
な
る
た
め
、
日
頃
か
ら
の
つ

な
が
り
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
い
う

中
央
保
育
園
の
姿
勢
の
表
れ
と
も
言
え

ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
藤
井
園
長
は
、「
子

ど
も
の
成
長
を
皆
で
喜
び
、
共
有
で
き

る
園
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
昨

今
叫
ば
れ
て
い
る
『
家
庭
の
役
割
・
機

能
の
低
下
』
に
関
し
て
、
園
と
し
て
も

で
き
る
こ
と
を
考
え
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

保
育
士
は
平
成
11
年
４
月
の
児
童
福

祉
法
改
正
に
よ
っ
て
（
平
成
15
年
に
施

行
）、
従
来
ま
で
保
母
さ
ん
と
呼
ば
れ

て
い
た
も
の
が
、男
女
と
も
「
保
育
士
」

と
い
う
名
称
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
男
性
保
育
者

は
特
に
「
保
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
名
称
は
正
式
名
称
で
は
な

く
俗
称
で
、
男
性
保
育
者
の
増
加
に
伴

い
、
男
女
関
係
な
く
保
育
士
と
名
称
が

変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

男
性
保
育
士
は
近
年
、
確
か
に
増
加

し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
全
体
的
に

見
る
と
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
、平

成
22
年
現
在
、保
育
士
全
体
の
約
２
．５
％

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
現
在
、
約
80
名
（
平
成

24
年
度
）
の
男
性
保
育
士
が
保
育
の
現

場
で
活
躍
中
で
す
。
全
国
の
傾
向
と
同

様
に
、
県
内
の
保
育
所
数
や
保
育
士
数

か
ら
考
え
る
と
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
そ
の
数
は
年
々
確
実
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
中
央
保
育
園
に
も
２
名
の

男
性
保
育
士
が
お
り
、
１
名
は
勤
続
10

年
目
、
も
う
１
名
は
今
年
の
４
月
か
ら

勤
務
さ
れ
て
い
ま
す

　

今
回
は
、
勤
続
10
年
目
の
阿
部
将
太

さ
ん
に
、
保
育
士
に
な
っ
た
き
っ
か
け

や
子
ど
も
達
に
対
す
る
想
い
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
職
業
と
し
て
保
育
士
を
選
ん
だ
理
由
は
？

Ａ
．
高
校
の
運
動
会
の
際
に
、
近
く
の

保
育
園
の
子
ど
も
達
が
遊
び
に
来
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
、
女
性

の
保
育
士
し
か
い
な
い
の
を
見
て
、

男
性
保
育
士
が
い
て
も
い
い
の
で
は

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
．
日
々
の
保
育
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
．
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
達

が
い
つ
も
笑
顔
で
い
て
く
れ
る
こ

と
。
全
体
を
見
つ
つ
、「
今
日
は
元

気
が
な
い
な
」、「
家
で
何
か
あ
っ
た

の
か
な
」
な
ど
と
一
人
ひ
と
り
を
き

ち
ん
と
見
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
２
〜
３
年
は
、
園
で
も

家
庭
的
な
雰
囲
気
づ
く
り
（
父
親
的

役
割
）
を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
保
育
士
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
．
子
ど
も
の
成
長
を
間
近
で
見
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
大
人
に
と
っ
て
の
１

年
と
子
ど
も
に
と
っ
て
の
１
年
は
全

く
違
い
ま
す
。
成
長
し
て
い
く
子
ど

も
の
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
本
当
に

誇
り
に
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
保
育
士
と
し
て
の
悩
み
や
辛
か
っ

た
出
来
事
は
？

Ａ
．
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
現
在
、
保
育
士
と
し
て
大
き

な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
が
本

当
に
楽
し
く
、
子
ど
も
達
が
か
わ
い

　

そ
れ
か
ら
10
年
。
阿
部
さ
ん
は
、
中

央
保
育
園
に
は
欠
か
せ
な
い
中
心
的
な

存
在
と
し
て
、子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
や
同
僚
保
育
士
か
ら
も
厚
い
信

頼
を
得
て
活
躍
中
で
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

保
育
を
取
り
巻
く
状
況
が
、制
度
を

含
め
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

今
、保
育
所
・
保
育
士
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
の
将
来
た
め
に
も
、保
育
関
係

者
の
み
な
ら
ず
、社
会
全
体
で
今
後
の

動
き
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
同
僚
の
女
性

保
育
士
も
対
等
に
見
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
男
性
保
育
士
が
も

う
一
人
採
用
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き

な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
県
内
に
男
性
保
育
士
だ
け
が
集
う

場
や
情
報
交
換
の
場
な
ど
は
？

Ａ
．
県
民
間
保
育
所
協
議
会
主
催
の
研

修
会
が
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
由
利
本
荘
市
内
に
は
、

４
名
の
男
性
保
育
士
が
お
り
、
そ
の

う
ち
の
一
人
が
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
た

め
、
定
期
的
に
会
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
り
、
情
報
交
換
等
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
に
頼
れ
る
先
輩
が
お
り
、
大
変

心
強
い
で
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
保
育
士
を
目
指
す
男
性

に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

Ａ
．
日
々
の
保
育
だ
け
で
な
く
、
家
庭

支
援
や
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
な
ど
大
切
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、保
育
士
と
い
う
職
業
は
、

一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ

る
ほ
ど
本
当
に
楽
し
く
、
素
晴
ら
し

い
仕
事
で
す
。
ま
だ
女
性
の
職
場
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
い
状
況
で
す

が
、大
丈
夫
で
す
。
心
配
し
な
い
で
、

夢
を
持
っ
て
進
ん
で
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

男
性
保
育
士
の
役
割
に
つ
い
て
、
藤

井
園
長
は
、「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
、
力

強
さ
、父
親
的
役
割
と
い
っ
た
、女
性
に

は
難
し
い
部
分
で
の
対
応
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。ま
た
、女
性
だ
け
の
職
場

よ
り
も
、男
性
が
入
っ
た
方
が
子
ど
も

に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
多
く
、

女
性
と
男
性
の
保
育
士
が
い
る
こ
と
で

お
互
い
良
い
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。

　

藤
井
園
長
が
初
め
て
阿
部
さ
ん
に

会
っ
た
の
は
、
保
育
士
を
目
指
す
う
え

で
、
現
場
を
見
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
臨
ん
だ
園
見
学
の
時
だ
っ
た
そ
う

で
す
。藤
井
園
長
は
、阿
部
さ
ん
の
真
っ

直
ぐ
に
相
手
の
目
を
見
て
話
す
姿
や
人

柄
に
引
か
れ
「
こ
の
人
だ
！
」
と
直
感

し
、
見
学
で
訪
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

〝
採
用
〞
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

忙しい業務の中、保育士を癒すのはこの笑顔。

今回お話を伺った中央保育園の藤井園長。

夕涼み会に向けて特訓中！

手作りの滑り台で遊ぶ子どもを見守る、
保育士の優しい眼差し。

子ども達は、絵本や紙芝居が大好き。

体育教室で子ども達と一緒に頑張る阿部さん。

阿部さんと、担当する４歳児クラス
の子ども達。

県内認可保育所数

15年
16年
17年
18年
19年
20年
21年
22年
23年
24年
25年

109
110
113
114
118
126
131
134
143
142
145

131
130
123
123
119
112
109
105
101
103
101

240
240
236
237
237
238
240
239
244
245
246

　平成24年８月に成立した「子ども・子育て支援法」、
「認定こども園法の一部改正法」、「子ども・子育て支援
法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴う関係
法律の整備等に関する法律」の子ども・子育て関連３法
に基づく制度のことをいいます。
　財源は、消費税引き上げによる増収分のうち7,000億
程度を確保し、さらに、その他の財源も含めて合計１兆
円超の財源確保が予定されています。
　また、子ども・子育て支援の取り組みは、住民に最も
身近な市町村が幼児期の学校教育・保育、子育て支援の
ニーズを把握し、認定こども園・幼稚園・保育所などの
整備を計画的に進めることになっています。
　『子ども・子育て支援新制度』では、子育てをめぐる課
題の解決を目指して、次の取り組みが進められること
になっています。

◎質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的提供
⇒幼稚園と保育所の良さを併せ持つ「認定こども園」
の普及推進。

◎子育ての相談や一時預かりの場を増やすなど、地域
の子育ての一層の充実
⇒地域のニーズに応じた多様な子育て支援の充実。
◎待機児童解消のための保育受入れ人数の増
⇒市町村が、待機児童解消を計画的に進め、国が支援。
⇒新たに少人数の子どもを預かる保育などへの財政
支援。

◎子どもが減少傾向にある地域の保育支援
⇒身近な地域での保育機能の確保。
⇒地域の多様な保育ニーズへの対応。

年度 民間 公立 計

（※）『子ども・子育て支援新制度』とは

481,600

12,100

2.51

保育士総数（人）

男性（人）

割合（％）

平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

305,090

2,515

0.82

361,488

4,666

1.29

419,296

9,277

2.21

保育士の総数と男性の割合
（※平成７年～22年の国勢調査より）

県
内
保
育
所
の
現
状

県
内
保
育
所
の
現
状

平
成
25
年
度
保
育
対
策

予
算
か
ら
見
る
保
育
の
動
向

平
成
25
年
度
保
育
対
策

予
算
か
ら
見
る
保
育
の
動
向

待
機
児
童
解
消
の
た
め
の

保
育
所
受
入
れ
児
童
数
等
の
拡
大

多
様
な
保
育
の
提
供
等

１

中
央
保
育
園
の
保
育

中
央
保
育
園
の
保
育

２

３

男
性
保
育
士
の
活
躍

男
性
保
育
士
の
活
躍

４

保育の動向と県内保育所の現状
　現在、少子化対策が国の重要政策課題の一つに位置付けられ、少子化が将来の社会構造の
基盤を揺るがすような問題となっています。一方、子どもの数は減っているものの、家庭や
地域の養育力低下による育児不安や保護者の勤務形態の多様化などを背景に、保育所の役割・
機能の重要性が増しています。
　今回の特集では、保育を取り巻く国の動向や県内の保育所の現状をお伝えするとともに、
家庭環境の多様化に伴い、保育所において父親的役割を担う男性保育士について紹介します。

保育の動向と県内保育所の現状特集
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待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
保

育
所
な
ど
の
受
入
れ
児
童
数
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
働
き
方
や

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
保
育
を

提
供
す
る
た
め
、
家
庭
的
保
育
、
延
長

保
育
、
休
日
・
夜
間
保
育
、
病
児
・
病

後
児
保
育
な
ど
の
充
実
を
図
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
民
間
保
育
所
運
営
費

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
設
置
す
る
民
間

保
育
所
の
運
営
費
を
増
額
し
、
年
間
約

７
万
人
増
の
受
入
れ
児
童
数
の
拡
大
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
家
庭
的
保
育
事
業
（
保
育
マ
マ
）

　

利
用
児
童
数
１
．３
万
人
分
及
び
家

庭
的
保
育
開
設
準
備
経
費
の
新
設
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

③
保
育
環
境
改
善
等
事
業

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
の
設
置
促

進
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
施
設
の
軽
微
な
改
修
等
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
延
長
保
育
促
進
事
業

　

残
業
や
通
勤
距
離
の
遠
距
離
化
な
ど

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
開
所
時
間

を
超
え
て
実
施
す
る
延
長
保
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

地
域
の
児
童
が
発
熱
等
の
急
な
病
気

と
な
っ
た
場
合
に
、
病
院
・
保
育
所
等

に
付
設
さ
れ
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
お
い

て
、
看
護
師
等
が
一
時
的
に
保
育
す
る

事
業
や
、
保
育
中
に
体
調
不
良
と
な
っ

た
児
童
に
対
し
て
保
育
所
の
医
務
室
等

に
お
い
て
緊
急
的
な
対
応
を
行
う
事
業

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
休
日
・
夜
間
保
育
事
業

　

保
護
者
の
勤
務
形
態
が
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、
休
日
や
夜
間
に
お
い
て
も

保
育
を
実
施
す
る
た
め
、
認
可
保
育
所

の
ほ
か
、
一
定
の
設
備
基
準
や
職
員
配

置
基
準
を
満
た
す
施
設
を
補
助
対
象
と

し
、
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

④
そ
の
他
の
保
育
の
推
進

　

保
育
所
や
事
業
所
内
保
育
施
設
の
保

育
士
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修

事
業
な
ど
を
盛
り
込
み
、
保
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
県
内
保
育
所
の
現
状
や
男
性
保
育
士

の
活
躍
等
に
つ
い
て
、
秋
田
県
民
間
保

育
所
協
議
会
常
任
委
員
で
、
社
会
福
祉

法
人
中
央
会
「
中
央
保
育
園
」
の
藤
井

み
は
と
園
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

秋
田
県
内
に
は
現
在
、
２
４
６
ヵ
所

の
認
可
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。内
訳
は
、

民
間
保
育
所
１
４
５
ヵ
所
、
公
立
保
育

所
１
０
１
ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
可
保
育
所
は
、
平
成
15
年
か
ら
10

年
間
で
全
体
と
し
て
は
６
ヵ
所
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。民
間
保
育
所
が
増
え
、

公
立
保
育
所
が
減
っ
た
要
因
と
し
て

は
、
公
立
保
育
所
の
民
間
移
行
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

の
高
い
職
業
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
県
内
で
は
、
産
休
代
替
等
で
年
度

途
中
に
求
人
を
出
し
て
も
応
募
が
な
い

と
い
う
状
況
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
会
の
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
同
様
で
、
平
成
24
年

度
は
保
育
士
の
新
規
求
人
61
名
（
す
べ

て
非
正
規
職
員
と
し
て
の
求
人
）
に
対

し
て
、
求
職
者
は
16
名
で
し
た
が
、
正

規
職
員
希
望
者
が
大
半
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
採
用
に
結
び
つ
い
た
方
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
延
長
保
育
や
休
日
保
育
を
利

用
す
る
子
ど
も
の
増
加
、
発
達
上
の
課

題
が
見
ら
れ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
等
、

多
様
化
す
る
保
育
内
容
や
保
護
者
と
の

か
か
わ
り
方
、
職
場
の
人
間
関
係
に
悩

ん
で
離
職
す
る
若
い
保
育
士
も
増
え
て

き
て
い
る
状
況
に
、「
各
保
育
所
で
、

若
い
保
育
士
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
育
て
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
一
方
、
首
都
圏
で

は
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
秋

田
の
若
い
保
育
士
が
そ
ち
ら
に
向
か
っ

て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
も
あ
り
ま

す
。」
と
藤
井
園
長
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し

て
、『
隠
れ
待
機
児
童
』
の
問
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
国
が
定
め
た
基
準
を
満

た
す
認
可
保
育
所
に
入
れ
ず
、
や
む
な

く
「
認
可
外
保
育
施
設
」
に
通
う
子
ど

も
や
、
定
員
の
関
係
で
兄
弟
が
別
々
の

保
育
所
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
等
が
『
隠
れ
待
機
児
童
』
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
に
本
格
的
な

ス
タ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
『
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』（※

）
に
関

し
て
、
保
育
現
場
か
ら
は
「
保
育
所
を

ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
」、「
職
員
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」

な
ど
と
今
後
の
保
育
所
の
あ
り
方
そ
の

も
の
を
不
安
視
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

県
内
の
各
市
町
村
で
も
協
議
す
る
場
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

　

由
利
本
荘
市
に
あ
る「
中
央
保
育
園
」

は
、『
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

し
、
保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
と

家
庭
、
保
育
園
が
一
緒
に
育
て
て
い
く

保
育
』
を
目
指
し
、
１
３
４
名
の
子
ど

も
達
に
日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
勤

務
体
制
の
工
夫
や
、
連
絡
調
整
に
よ
る

情
報
の
共
有
に
よ
り
、
全
職
員
が
す
べ

て
の
子
ど
も
と
保
護
者
の
顔
と
名
前
を

把
握
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
的
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
づ

く
り
に
配
慮
し
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

に
よ
る
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
保
育
を

心
掛
け
る
と
と
も
に
、
英
会
話
教
室
で

国
際
感
覚
を
養
い
、
体
育
教
室
や
は
だ

し
保
育
で
丈
夫
な
身
体
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
保
育
の
特
色
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
４
月
に
園
舎
を
新

築
移
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
と
の

か
か
わ
り
を
重
視
し
、
子
ど
も
を
皆
で

育
て
て
い
く
と
い
う
考
え
で
町
内
会
に

も
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害

時
に
は
、
ど
う
し
て
も
近
隣
の
手
助
け

が
必
要
と
な
る
た
め
、
日
頃
か
ら
の
つ

な
が
り
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
い
う

中
央
保
育
園
の
姿
勢
の
表
れ
と
も
言
え

ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
藤
井
園
長
は
、「
子

ど
も
の
成
長
を
皆
で
喜
び
、
共
有
で
き

る
園
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
昨

今
叫
ば
れ
て
い
る
『
家
庭
の
役
割
・
機

能
の
低
下
』
に
関
し
て
、
園
と
し
て
も

で
き
る
こ
と
を
考
え
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

保
育
士
は
平
成
11
年
４
月
の
児
童
福

祉
法
改
正
に
よ
っ
て
（
平
成
15
年
に
施

行
）、
従
来
ま
で
保
母
さ
ん
と
呼
ば
れ

て
い
た
も
の
が
、男
女
と
も
「
保
育
士
」

と
い
う
名
称
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
男
性
保
育
者

は
特
に
「
保
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
名
称
は
正
式
名
称
で
は
な

く
俗
称
で
、
男
性
保
育
者
の
増
加
に
伴

い
、
男
女
関
係
な
く
保
育
士
と
名
称
が

変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

男
性
保
育
士
は
近
年
、
確
か
に
増
加

し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
全
体
的
に

見
る
と
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
、平

成
22
年
現
在
、保
育
士
全
体
の
約
２
．５
％

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
現
在
、
約
80
名
（
平
成

24
年
度
）
の
男
性
保
育
士
が
保
育
の
現

場
で
活
躍
中
で
す
。
全
国
の
傾
向
と
同

様
に
、
県
内
の
保
育
所
数
や
保
育
士
数

か
ら
考
え
る
と
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
そ
の
数
は
年
々
確
実
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
中
央
保
育
園
に
も
２
名
の

男
性
保
育
士
が
お
り
、
１
名
は
勤
続
10

年
目
、
も
う
１
名
は
今
年
の
４
月
か
ら

勤
務
さ
れ
て
い
ま
す

　

今
回
は
、
勤
続
10
年
目
の
阿
部
将
太

さ
ん
に
、
保
育
士
に
な
っ
た
き
っ
か
け

や
子
ど
も
達
に
対
す
る
想
い
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
職
業
と
し
て
保
育
士
を
選
ん
だ
理
由
は
？

Ａ
．
高
校
の
運
動
会
の
際
に
、
近
く
の

保
育
園
の
子
ど
も
達
が
遊
び
に
来
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
、
女
性

の
保
育
士
し
か
い
な
い
の
を
見
て
、

男
性
保
育
士
が
い
て
も
い
い
の
で
は

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
．
日
々
の
保
育
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
．
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
達

が
い
つ
も
笑
顔
で
い
て
く
れ
る
こ

と
。
全
体
を
見
つ
つ
、「
今
日
は
元

気
が
な
い
な
」、「
家
で
何
か
あ
っ
た

の
か
な
」
な
ど
と
一
人
ひ
と
り
を
き

ち
ん
と
見
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
２
〜
３
年
は
、
園
で
も

家
庭
的
な
雰
囲
気
づ
く
り
（
父
親
的

役
割
）
を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
保
育
士
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
．
子
ど
も
の
成
長
を
間
近
で
見
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
大
人
に
と
っ
て
の
１

年
と
子
ど
も
に
と
っ
て
の
１
年
は
全

く
違
い
ま
す
。
成
長
し
て
い
く
子
ど

も
の
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
本
当
に

誇
り
に
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
保
育
士
と
し
て
の
悩
み
や
辛
か
っ

た
出
来
事
は
？

Ａ
．
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
現
在
、
保
育
士
と
し
て
大
き

な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
が
本

当
に
楽
し
く
、
子
ど
も
達
が
か
わ
い

　

そ
れ
か
ら
10
年
。
阿
部
さ
ん
は
、
中

央
保
育
園
に
は
欠
か
せ
な
い
中
心
的
な

存
在
と
し
て
、子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
や
同
僚
保
育
士
か
ら
も
厚
い
信

頼
を
得
て
活
躍
中
で
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

保
育
を
取
り
巻
く
状
況
が
、制
度
を

含
め
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

今
、保
育
所
・
保
育
士
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
の
将
来
た
め
に
も
、保
育
関
係

者
の
み
な
ら
ず
、社
会
全
体
で
今
後
の

動
き
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
同
僚
の
女
性

保
育
士
も
対
等
に
見
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
男
性
保
育
士
が
も

う
一
人
採
用
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き

な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
県
内
に
男
性
保
育
士
だ
け
が
集
う

場
や
情
報
交
換
の
場
な
ど
は
？

Ａ
．
県
民
間
保
育
所
協
議
会
主
催
の
研

修
会
が
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
由
利
本
荘
市
内
に
は
、

４
名
の
男
性
保
育
士
が
お
り
、
そ
の

う
ち
の
一
人
が
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
た

め
、
定
期
的
に
会
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
り
、
情
報
交
換
等
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
に
頼
れ
る
先
輩
が
お
り
、
大
変

心
強
い
で
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
保
育
士
を
目
指
す
男
性

に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

Ａ
．
日
々
の
保
育
だ
け
で
な
く
、
家
庭

支
援
や
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
な
ど
大
切
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、保
育
士
と
い
う
職
業
は
、

一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ

る
ほ
ど
本
当
に
楽
し
く
、
素
晴
ら
し

い
仕
事
で
す
。
ま
だ
女
性
の
職
場
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
い
状
況
で
す

が
、大
丈
夫
で
す
。
心
配
し
な
い
で
、

夢
を
持
っ
て
進
ん
で
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

男
性
保
育
士
の
役
割
に
つ
い
て
、
藤

井
園
長
は
、「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
、
力

強
さ
、父
親
的
役
割
と
い
っ
た
、女
性
に

は
難
し
い
部
分
で
の
対
応
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。ま
た
、女
性
だ
け
の
職
場

よ
り
も
、男
性
が
入
っ
た
方
が
子
ど
も

に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
多
く
、

女
性
と
男
性
の
保
育
士
が
い
る
こ
と
で

お
互
い
良
い
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。

　

藤
井
園
長
が
初
め
て
阿
部
さ
ん
に

会
っ
た
の
は
、
保
育
士
を
目
指
す
う
え

で
、
現
場
を
見
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
臨
ん
だ
園
見
学
の
時
だ
っ
た
そ
う

で
す
。藤
井
園
長
は
、阿
部
さ
ん
の
真
っ

直
ぐ
に
相
手
の
目
を
見
て
話
す
姿
や
人

柄
に
引
か
れ
「
こ
の
人
だ
！
」
と
直
感

し
、
見
学
で
訪
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

〝
採
用
〞
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

忙しい業務の中、保育士を癒すのはこの笑顔。

今回お話を伺った中央保育園の藤井園長。

夕涼み会に向けて特訓中！

手作りの滑り台で遊ぶ子どもを見守る、
保育士の優しい眼差し。

子ども達は、絵本や紙芝居が大好き。

体育教室で子ども達と一緒に頑張る阿部さん。

阿部さんと、担当する４歳児クラス
の子ども達。

県内認可保育所数

15年
16年
17年
18年
19年
20年
21年
22年
23年
24年
25年

109
110
113
114
118
126
131
134
143
142
145

131
130
123
123
119
112
109
105
101
103
101

240
240
236
237
237
238
240
239
244
245
246

　平成24年８月に成立した「子ども・子育て支援法」、
「認定こども園法の一部改正法」、「子ども・子育て支援
法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴う関係
法律の整備等に関する法律」の子ども・子育て関連３法
に基づく制度のことをいいます。
　財源は、消費税引き上げによる増収分のうち7,000億
程度を確保し、さらに、その他の財源も含めて合計１兆
円超の財源確保が予定されています。
　また、子ども・子育て支援の取り組みは、住民に最も
身近な市町村が幼児期の学校教育・保育、子育て支援の
ニーズを把握し、認定こども園・幼稚園・保育所などの
整備を計画的に進めることになっています。
　『子ども・子育て支援新制度』では、子育てをめぐる課
題の解決を目指して、次の取り組みが進められること
になっています。

◎質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的提供
⇒幼稚園と保育所の良さを併せ持つ「認定こども園」
の普及推進。

◎子育ての相談や一時預かりの場を増やすなど、地域
の子育ての一層の充実
⇒地域のニーズに応じた多様な子育て支援の充実。
◎待機児童解消のための保育受入れ人数の増
⇒市町村が、待機児童解消を計画的に進め、国が支援。
⇒新たに少人数の子どもを預かる保育などへの財政
支援。

◎子どもが減少傾向にある地域の保育支援
⇒身近な地域での保育機能の確保。
⇒地域の多様な保育ニーズへの対応。

年度 民間 公立 計

（※）『子ども・子育て支援新制度』とは

481,600

12,100

2.51

保育士総数（人）

男性（人）

割合（％）

平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

305,090

2,515

0.82

361,488

4,666

1.29

419,296

9,277

2.21

保育士の総数と男性の割合
（※平成７年～22年の国勢調査より）

県
内
保
育
所
の
現
状

県
内
保
育
所
の
現
状

平
成
25
年
度
保
育
対
策

予
算
か
ら
見
る
保
育
の
動
向

平
成
25
年
度
保
育
対
策

予
算
か
ら
見
る
保
育
の
動
向

待
機
児
童
解
消
の
た
め
の

保
育
所
受
入
れ
児
童
数
等
の
拡
大

多
様
な
保
育
の
提
供
等

１

中
央
保
育
園
の
保
育

中
央
保
育
園
の
保
育

２

３

男
性
保
育
士
の
活
躍

男
性
保
育
士
の
活
躍

４

保育の動向と県内保育所の現状
　現在、少子化対策が国の重要政策課題の一つに位置付けられ、少子化が将来の社会構造の
基盤を揺るがすような問題となっています。一方、子どもの数は減っているものの、家庭や
地域の養育力低下による育児不安や保護者の勤務形態の多様化などを背景に、保育所の役割・
機能の重要性が増しています。
　今回の特集では、保育を取り巻く国の動向や県内の保育所の現状をお伝えするとともに、
家庭環境の多様化に伴い、保育所において父親的役割を担う男性保育士について紹介します。

保育の動向と県内保育所の現状特集
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社会福祉あきた№326

　

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
保

育
所
な
ど
の
受
入
れ
児
童
数
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
働
き
方
や

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
保
育
を

提
供
す
る
た
め
、
家
庭
的
保
育
、
延
長

保
育
、
休
日
・
夜
間
保
育
、
病
児
・
病

後
児
保
育
な
ど
の
充
実
を
図
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
民
間
保
育
所
運
営
費

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
設
置
す
る
民
間

保
育
所
の
運
営
費
を
増
額
し
、
年
間
約

７
万
人
増
の
受
入
れ
児
童
数
の
拡
大
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
家
庭
的
保
育
事
業
（
保
育
マ
マ
）

　

利
用
児
童
数
１
．３
万
人
分
及
び
家

庭
的
保
育
開
設
準
備
経
費
の
新
設
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

③
保
育
環
境
改
善
等
事
業

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
の
設
置
促

進
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
施
設
の
軽
微
な
改
修
等
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
延
長
保
育
促
進
事
業

　

残
業
や
通
勤
距
離
の
遠
距
離
化
な
ど

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
開
所
時
間

を
超
え
て
実
施
す
る
延
長
保
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

地
域
の
児
童
が
発
熱
等
の
急
な
病
気

と
な
っ
た
場
合
に
、
病
院
・
保
育
所
等

に
付
設
さ
れ
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
お
い

て
、
看
護
師
等
が
一
時
的
に
保
育
す
る

事
業
や
、
保
育
中
に
体
調
不
良
と
な
っ

た
児
童
に
対
し
て
保
育
所
の
医
務
室
等

に
お
い
て
緊
急
的
な
対
応
を
行
う
事
業

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
休
日
・
夜
間
保
育
事
業

　

保
護
者
の
勤
務
形
態
が
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、
休
日
や
夜
間
に
お
い
て
も

保
育
を
実
施
す
る
た
め
、
認
可
保
育
所

の
ほ
か
、
一
定
の
設
備
基
準
や
職
員
配

置
基
準
を
満
た
す
施
設
を
補
助
対
象
と

し
、
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

④
そ
の
他
の
保
育
の
推
進

　

保
育
所
や
事
業
所
内
保
育
施
設
の
保

育
士
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修

事
業
な
ど
を
盛
り
込
み
、
保
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※

県
内
保
育
所
の
現
状
や
男
性
保
育
士

の
活
躍
等
に
つ
い
て
、
秋
田
県
民
間
保

育
所
協
議
会
常
任
委
員
で
、
社
会
福
祉

法
人
中
央
会
「
中
央
保
育
園
」
の
藤
井

み
は
と
園
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

秋
田
県
内
に
は
現
在
、
２
４
６
ヵ
所

の
認
可
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。内
訳
は
、

民
間
保
育
所
１
４
５
ヵ
所
、
公
立
保
育

所
１
０
１
ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
可
保
育
所
は
、
平
成
15
年
か
ら
10

年
間
で
全
体
と
し
て
は
６
ヵ
所
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。民
間
保
育
所
が
増
え
、

公
立
保
育
所
が
減
っ
た
要
因
と
し
て

は
、
公
立
保
育
所
の
民
間
移
行
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

の
高
い
職
業
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
県
内
で
は
、
産
休
代
替
等
で
年
度

途
中
に
求
人
を
出
し
て
も
応
募
が
な
い

と
い
う
状
況
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
会
の
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
同
様
で
、
平
成
24
年

度
は
保
育
士
の
新
規
求
人
61
名
（
す
べ

て
非
正
規
職
員
と
し
て
の
求
人
）
に
対

し
て
、
求
職
者
は
16
名
で
し
た
が
、
正

規
職
員
希
望
者
が
大
半
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
採
用
に
結
び
つ
い
た
方
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
延
長
保
育
や
休
日
保
育
を
利

用
す
る
子
ど
も
の
増
加
、
発
達
上
の
課

題
が
見
ら
れ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
等
、

多
様
化
す
る
保
育
内
容
や
保
護
者
と
の

か
か
わ
り
方
、
職
場
の
人
間
関
係
に
悩

ん
で
離
職
す
る
若
い
保
育
士
も
増
え
て

き
て
い
る
状
況
に
、「
各
保
育
所
で
、

若
い
保
育
士
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
育
て
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
一
方
、
首
都
圏
で

は
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
秋

田
の
若
い
保
育
士
が
そ
ち
ら
に
向
か
っ

て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
も
あ
り
ま

す
。」
と
藤
井
園
長
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し

て
、『
隠
れ
待
機
児
童
』
の
問
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
国
が
定
め
た
基
準
を
満

た
す
認
可
保
育
所
に
入
れ
ず
、
や
む
な

く
「
認
可
外
保
育
施
設
」
に
通
う
子
ど

も
や
、
定
員
の
関
係
で
兄
弟
が
別
々
の

保
育
所
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
等
が
『
隠
れ
待
機
児
童
』
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
に
本
格
的
な

ス
タ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
『
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』（※

）
に
関

し
て
、
保
育
現
場
か
ら
は
「
保
育
所
を

ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
」、「
職
員
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」

な
ど
と
今
後
の
保
育
所
の
あ
り
方
そ
の

も
の
を
不
安
視
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

県
内
の
各
市
町
村
で
も
協
議
す
る
場
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

　

由
利
本
荘
市
に
あ
る「
中
央
保
育
園
」

は
、『
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

し
、
保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
と

家
庭
、
保
育
園
が
一
緒
に
育
て
て
い
く

保
育
』
を
目
指
し
、
１
３
４
名
の
子
ど

も
達
に
日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
勤

務
体
制
の
工
夫
や
、
連
絡
調
整
に
よ
る

情
報
の
共
有
に
よ
り
、
全
職
員
が
す
べ

て
の
子
ど
も
と
保
護
者
の
顔
と
名
前
を

把
握
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
的
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
づ

く
り
に
配
慮
し
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

に
よ
る
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
保
育
を

心
掛
け
る
と
と
も
に
、
英
会
話
教
室
で

国
際
感
覚
を
養
い
、
体
育
教
室
や
は
だ

し
保
育
で
丈
夫
な
身
体
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
保
育
の
特
色
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
４
月
に
園
舎
を
新

築
移
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
と
の

か
か
わ
り
を
重
視
し
、
子
ど
も
を
皆
で

育
て
て
い
く
と
い
う
考
え
で
町
内
会
に

も
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害

時
に
は
、
ど
う
し
て
も
近
隣
の
手
助
け

が
必
要
と
な
る
た
め
、
日
頃
か
ら
の
つ

な
が
り
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
い
う

中
央
保
育
園
の
姿
勢
の
表
れ
と
も
言
え

ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
藤
井
園
長
は
、「
子

ど
も
の
成
長
を
皆
で
喜
び
、
共
有
で
き

る
園
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
昨

今
叫
ば
れ
て
い
る
『
家
庭
の
役
割
・
機

能
の
低
下
』
に
関
し
て
、
園
と
し
て
も

で
き
る
こ
と
を
考
え
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

保
育
士
は
平
成
11
年
４
月
の
児
童
福

祉
法
改
正
に
よ
っ
て
（
平
成
15
年
に
施

行
）、
従
来
ま
で
保
母
さ
ん
と
呼
ば
れ

て
い
た
も
の
が
、男
女
と
も
「
保
育
士
」

と
い
う
名
称
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
男
性
保
育
者

は
特
に
「
保
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
名
称
は
正
式
名
称
で
は
な

く
俗
称
で
、
男
性
保
育
者
の
増
加
に
伴

い
、
男
女
関
係
な
く
保
育
士
と
名
称
が

変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

男
性
保
育
士
は
近
年
、
確
か
に
増
加

し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
全
体
的
に

見
る
と
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
、平

成
22
年
現
在
、保
育
士
全
体
の
約
２
．５
％

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
現
在
、
約
80
名
（
平
成

24
年
度
）
の
男
性
保
育
士
が
保
育
の
現

場
で
活
躍
中
で
す
。
全
国
の
傾
向
と
同

様
に
、
県
内
の
保
育
所
数
や
保
育
士
数

か
ら
考
え
る
と
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
そ
の
数
は
年
々
確
実
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
中
央
保
育
園
に
も
２
名
の

男
性
保
育
士
が
お
り
、
１
名
は
勤
続
10

年
目
、
も
う
１
名
は
今
年
の
４
月
か
ら

勤
務
さ
れ
て
い
ま
す

　

今
回
は
、
勤
続
10
年
目
の
阿
部
将
太

さ
ん
に
、
保
育
士
に
な
っ
た
き
っ
か
け

や
子
ど
も
達
に
対
す
る
想
い
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
職
業
と
し
て
保
育
士
を
選
ん
だ
理
由
は
？

Ａ
．
高
校
の
運
動
会
の
際
に
、
近
く
の

保
育
園
の
子
ど
も
達
が
遊
び
に
来
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
、
女
性

の
保
育
士
し
か
い
な
い
の
を
見
て
、

男
性
保
育
士
が
い
て
も
い
い
の
で
は

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
．
日
々
の
保
育
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
．
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
達

が
い
つ
も
笑
顔
で
い
て
く
れ
る
こ

と
。
全
体
を
見
つ
つ
、「
今
日
は
元

気
が
な
い
な
」、「
家
で
何
か
あ
っ
た

の
か
な
」
な
ど
と
一
人
ひ
と
り
を
き

ち
ん
と
見
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
２
〜
３
年
は
、
園
で
も

家
庭
的
な
雰
囲
気
づ
く
り
（
父
親
的

役
割
）
を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
保
育
士
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
．
子
ど
も
の
成
長
を
間
近
で
見
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
大
人
に
と
っ
て
の
１

年
と
子
ど
も
に
と
っ
て
の
１
年
は
全

く
違
い
ま
す
。
成
長
し
て
い
く
子
ど

も
の
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
本
当
に

誇
り
に
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
保
育
士
と
し
て
の
悩
み
や
辛
か
っ

た
出
来
事
は
？

Ａ
．
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
現
在
、
保
育
士
と
し
て
大
き

な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
が
本

当
に
楽
し
く
、
子
ど
も
達
が
か
わ
い

　

そ
れ
か
ら
10
年
。
阿
部
さ
ん
は
、
中

央
保
育
園
に
は
欠
か
せ
な
い
中
心
的
な

存
在
と
し
て
、子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
や
同
僚
保
育
士
か
ら
も
厚
い
信

頼
を
得
て
活
躍
中
で
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

保
育
を
取
り
巻
く
状
況
が
、制
度
を

含
め
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

今
、保
育
所
・
保
育
士
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
の
将
来
た
め
に
も
、保
育
関
係

者
の
み
な
ら
ず
、社
会
全
体
で
今
後
の

動
き
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
同
僚
の
女
性

保
育
士
も
対
等
に
見
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
男
性
保
育
士
が
も

う
一
人
採
用
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き

な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
県
内
に
男
性
保
育
士
だ
け
が
集
う

場
や
情
報
交
換
の
場
な
ど
は
？

Ａ
．
県
民
間
保
育
所
協
議
会
主
催
の
研

修
会
が
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
由
利
本
荘
市
内
に
は
、

４
名
の
男
性
保
育
士
が
お
り
、
そ
の

う
ち
の
一
人
が
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
た

め
、
定
期
的
に
会
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
り
、
情
報
交
換
等
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
に
頼
れ
る
先
輩
が
お
り
、
大
変

心
強
い
で
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
保
育
士
を
目
指
す
男
性

に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

Ａ
．
日
々
の
保
育
だ
け
で
な
く
、
家
庭

支
援
や
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
な
ど
大
切
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、保
育
士
と
い
う
職
業
は
、

一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ

る
ほ
ど
本
当
に
楽
し
く
、
素
晴
ら
し

い
仕
事
で
す
。
ま
だ
女
性
の
職
場
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
い
状
況
で
す

が
、大
丈
夫
で
す
。
心
配
し
な
い
で
、

夢
を
持
っ
て
進
ん
で
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

男
性
保
育
士
の
役
割
に
つ
い
て
、
藤

井
園
長
は
、「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
、
力

強
さ
、父
親
的
役
割
と
い
っ
た
、女
性
に

は
難
し
い
部
分
で
の
対
応
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。ま
た
、女
性
だ
け
の
職
場

よ
り
も
、男
性
が
入
っ
た
方
が
子
ど
も

に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
多
く
、

女
性
と
男
性
の
保
育
士
が
い
る
こ
と
で

お
互
い
良
い
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。

　

藤
井
園
長
が
初
め
て
阿
部
さ
ん
に

会
っ
た
の
は
、
保
育
士
を
目
指
す
う
え

で
、
現
場
を
見
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
臨
ん
だ
園
見
学
の
時
だ
っ
た
そ
う

で
す
。藤
井
園
長
は
、阿
部
さ
ん
の
真
っ

直
ぐ
に
相
手
の
目
を
見
て
話
す
姿
や
人

柄
に
引
か
れ
「
こ
の
人
だ
！
」
と
直
感

し
、
見
学
で
訪
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

〝
採
用
〞
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

忙しい業務の中、保育士を癒すのはこの笑顔。

今回お話を伺った中央保育園の藤井園長。

夕涼み会に向けて特訓中！

手作りの滑り台で遊ぶ子どもを見守る、
保育士の優しい眼差し。

子ども達は、絵本や紙芝居が大好き。

体育教室で子ども達と一緒に頑張る阿部さん。

阿部さんと、担当する４歳児クラス
の子ども達。

県内認可保育所数

15年
16年
17年
18年
19年
20年
21年
22年
23年
24年
25年

109
110
113
114
118
126
131
134
143
142
145

131
130
123
123
119
112
109
105
101
103
101

240
240
236
237
237
238
240
239
244
245
246

　平成24年８月に成立した「子ども・子育て支援法」、
「認定こども園法の一部改正法」、「子ども・子育て支援
法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴う関係
法律の整備等に関する法律」の子ども・子育て関連３法
に基づく制度のことをいいます。
　財源は、消費税引き上げによる増収分のうち7,000億
程度を確保し、さらに、その他の財源も含めて合計１兆
円超の財源確保が予定されています。
　また、子ども・子育て支援の取り組みは、住民に最も
身近な市町村が幼児期の学校教育・保育、子育て支援の
ニーズを把握し、認定こども園・幼稚園・保育所などの
整備を計画的に進めることになっています。
　『子ども・子育て支援新制度』では、子育てをめぐる課
題の解決を目指して、次の取り組みが進められること
になっています。

◎質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的提供
⇒幼稚園と保育所の良さを併せ持つ「認定こども園」
の普及推進。

◎子育ての相談や一時預かりの場を増やすなど、地域
の子育ての一層の充実
⇒地域のニーズに応じた多様な子育て支援の充実。
◎待機児童解消のための保育受入れ人数の増
⇒市町村が、待機児童解消を計画的に進め、国が支援。
⇒新たに少人数の子どもを預かる保育などへの財政
支援。

◎子どもが減少傾向にある地域の保育支援
⇒身近な地域での保育機能の確保。
⇒地域の多様な保育ニーズへの対応。

年度 民間 公立 計

（※）『子ども・子育て支援新制度』とは

481,600

12,100

2.51

保育士総数（人）

男性（人）

割合（％）

平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

305,090

2,515

0.82

361,488

4,666

1.29

419,296

9,277

2.21

保育士の総数と男性の割合
（※平成７年～22年の国勢調査より）

県
内
保
育
所
の
現
状

県
内
保
育
所
の
現
状

平
成
25
年
度
保
育
対
策

予
算
か
ら
見
る
保
育
の
動
向

平
成
25
年
度
保
育
対
策

予
算
か
ら
見
る
保
育
の
動
向

待
機
児
童
解
消
の
た
め
の

保
育
所
受
入
れ
児
童
数
等
の
拡
大

多
様
な
保
育
の
提
供
等

１

中
央
保
育
園
の
保
育

中
央
保
育
園
の
保
育

２

３

男
性
保
育
士
の
活
躍

男
性
保
育
士
の
活
躍

４

保育の動向と県内保育所の現状
　現在、少子化対策が国の重要政策課題の一つに位置付けられ、少子化が将来の社会構造の
基盤を揺るがすような問題となっています。一方、子どもの数は減っているものの、家庭や
地域の養育力低下による育児不安や保護者の勤務形態の多様化などを背景に、保育所の役割・
機能の重要性が増しています。
　今回の特集では、保育を取り巻く国の動向や県内の保育所の現状をお伝えするとともに、
家庭環境の多様化に伴い、保育所において父親的役割を担う男性保育士について紹介します。

保育の動向と県内保育所の現状特集
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待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
保

育
所
な
ど
の
受
入
れ
児
童
数
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
働
き
方
や

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
保
育
を

提
供
す
る
た
め
、
家
庭
的
保
育
、
延
長

保
育
、
休
日
・
夜
間
保
育
、
病
児
・
病

後
児
保
育
な
ど
の
充
実
を
図
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

①
民
間
保
育
所
運
営
費

　

社
会
福
祉
法
人
等
が
設
置
す
る
民
間

保
育
所
の
運
営
費
を
増
額
し
、
年
間
約

７
万
人
増
の
受
入
れ
児
童
数
の
拡
大
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
家
庭
的
保
育
事
業
（
保
育
マ
マ
）

　

利
用
児
童
数
１
．３
万
人
分
及
び
家

庭
的
保
育
開
設
準
備
経
費
の
新
設
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

③
保
育
環
境
改
善
等
事
業

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
の
設
置
促

進
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
施
設
の
軽
微
な
改
修
等
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
延
長
保
育
促
進
事
業

　

残
業
や
通
勤
距
離
の
遠
距
離
化
な
ど

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
開
所
時
間

を
超
え
て
実
施
す
る
延
長
保
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

地
域
の
児
童
が
発
熱
等
の
急
な
病
気

と
な
っ
た
場
合
に
、
病
院
・
保
育
所
等

に
付
設
さ
れ
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
お
い

て
、
看
護
師
等
が
一
時
的
に
保
育
す
る

事
業
や
、
保
育
中
に
体
調
不
良
と
な
っ

た
児
童
に
対
し
て
保
育
所
の
医
務
室
等

に
お
い
て
緊
急
的
な
対
応
を
行
う
事
業

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
休
日
・
夜
間
保
育
事
業

　

保
護
者
の
勤
務
形
態
が
多
様
化
し
て

い
る
中
で
、
休
日
や
夜
間
に
お
い
て
も

保
育
を
実
施
す
る
た
め
、
認
可
保
育
所

の
ほ
か
、
一
定
の
設
備
基
準
や
職
員
配

置
基
準
を
満
た
す
施
設
を
補
助
対
象
と

し
、
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

④
そ
の
他
の
保
育
の
推
進

　

保
育
所
や
事
業
所
内
保
育
施
設
の
保

育
士
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修

事
業
な
ど
を
盛
り
込
み
、
保
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※

県
内
保
育
所
の
現
状
や
男
性
保
育
士

の
活
躍
等
に
つ
い
て
、
秋
田
県
民
間
保

育
所
協
議
会
常
任
委
員
で
、
社
会
福
祉

法
人
中
央
会
「
中
央
保
育
園
」
の
藤
井

み
は
と
園
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

秋
田
県
内
に
は
現
在
、
２
４
６
ヵ
所

の
認
可
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。内
訳
は
、

民
間
保
育
所
１
４
５
ヵ
所
、
公
立
保
育

所
１
０
１
ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
可
保
育
所
は
、
平
成
15
年
か
ら
10

年
間
で
全
体
と
し
て
は
６
ヵ
所
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。民
間
保
育
所
が
増
え
、

公
立
保
育
所
が
減
っ
た
要
因
と
し
て

は
、
公
立
保
育
所
の
民
間
移
行
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

の
高
い
職
業
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
県
内
で
は
、
産
休
代
替
等
で
年
度

途
中
に
求
人
を
出
し
て
も
応
募
が
な
い

と
い
う
状
況
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
会
の
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
も
同
様
で
、
平
成
24
年

度
は
保
育
士
の
新
規
求
人
61
名
（
す
べ

て
非
正
規
職
員
と
し
て
の
求
人
）
に
対

し
て
、
求
職
者
は
16
名
で
し
た
が
、
正

規
職
員
希
望
者
が
大
半
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
採
用
に
結
び
つ
い
た
方
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
延
長
保
育
や
休
日
保
育
を
利

用
す
る
子
ど
も
の
増
加
、
発
達
上
の
課

題
が
見
ら
れ
る
子
ど
も
へ
の
支
援
等
、

多
様
化
す
る
保
育
内
容
や
保
護
者
と
の

か
か
わ
り
方
、
職
場
の
人
間
関
係
に
悩

ん
で
離
職
す
る
若
い
保
育
士
も
増
え
て

き
て
い
る
状
況
に
、「
各
保
育
所
で
、

若
い
保
育
士
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
育
て
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
一
方
、
首
都
圏
で

は
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
秋

田
の
若
い
保
育
士
が
そ
ち
ら
に
向
か
っ

て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
も
あ
り
ま

す
。」
と
藤
井
園
長
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し

て
、『
隠
れ
待
機
児
童
』
の
問
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
国
が
定
め
た
基
準
を
満

た
す
認
可
保
育
所
に
入
れ
ず
、
や
む
な

く
「
認
可
外
保
育
施
設
」
に
通
う
子
ど

も
や
、
定
員
の
関
係
で
兄
弟
が
別
々
の

保
育
所
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ケ
ー
ス
等
が
『
隠
れ
待
機
児
童
』
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
に
本
格
的
な

ス
タ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
『
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』（※

）
に
関

し
て
、
保
育
現
場
か
ら
は
「
保
育
所
を

ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
」、「
職
員
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」

な
ど
と
今
後
の
保
育
所
の
あ
り
方
そ
の

も
の
を
不
安
視
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

県
内
の
各
市
町
村
で
も
協
議
す
る
場
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
が
注

目
さ
れ
ま
す
。

　

由
利
本
荘
市
に
あ
る「
中
央
保
育
園
」

は
、『
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

し
、
保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
と

家
庭
、
保
育
園
が
一
緒
に
育
て
て
い
く

保
育
』
を
目
指
し
、
１
３
４
名
の
子
ど

も
達
に
日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
勤

務
体
制
の
工
夫
や
、
連
絡
調
整
に
よ
る

情
報
の
共
有
に
よ
り
、
全
職
員
が
す
べ

て
の
子
ど
も
と
保
護
者
の
顔
と
名
前
を

把
握
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
的
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
づ

く
り
に
配
慮
し
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

に
よ
る
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
保
育
を

心
掛
け
る
と
と
も
に
、
英
会
話
教
室
で

国
際
感
覚
を
養
い
、
体
育
教
室
や
は
だ

し
保
育
で
丈
夫
な
身
体
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
保
育
の
特
色
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
４
月
に
園
舎
を
新

築
移
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
と
の

か
か
わ
り
を
重
視
し
、
子
ど
も
を
皆
で

育
て
て
い
く
と
い
う
考
え
で
町
内
会
に

も
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害

時
に
は
、
ど
う
し
て
も
近
隣
の
手
助
け

が
必
要
と
な
る
た
め
、
日
頃
か
ら
の
つ

な
が
り
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
い
う

中
央
保
育
園
の
姿
勢
の
表
れ
と
も
言
え

ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
藤
井
園
長
は
、「
子

ど
も
の
成
長
を
皆
で
喜
び
、
共
有
で
き

る
園
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
昨

今
叫
ば
れ
て
い
る
『
家
庭
の
役
割
・
機

能
の
低
下
』
に
関
し
て
、
園
と
し
て
も

で
き
る
こ
と
を
考
え
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

保
育
士
は
平
成
11
年
４
月
の
児
童
福

祉
法
改
正
に
よ
っ
て
（
平
成
15
年
に
施

行
）、
従
来
ま
で
保
母
さ
ん
と
呼
ば
れ

て
い
た
も
の
が
、男
女
と
も
「
保
育
士
」

と
い
う
名
称
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
男
性
保
育
者

は
特
に
「
保
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
名
称
は
正
式
名
称
で
は
な

く
俗
称
で
、
男
性
保
育
者
の
増
加
に
伴

い
、
男
女
関
係
な
く
保
育
士
と
名
称
が

変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

男
性
保
育
士
は
近
年
、
確
か
に
増
加

し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
全
体
的
に

見
る
と
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
、平

成
22
年
現
在
、保
育
士
全
体
の
約
２
．５
％

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
現
在
、
約
80
名
（
平
成

24
年
度
）
の
男
性
保
育
士
が
保
育
の
現

場
で
活
躍
中
で
す
。
全
国
の
傾
向
と
同

様
に
、
県
内
の
保
育
所
数
や
保
育
士
数

か
ら
考
え
る
と
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
そ
の
数
は
年
々
確
実
に
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
中
央
保
育
園
に
も
２
名
の

男
性
保
育
士
が
お
り
、
１
名
は
勤
続
10

年
目
、
も
う
１
名
は
今
年
の
４
月
か
ら

勤
務
さ
れ
て
い
ま
す

　

今
回
は
、
勤
続
10
年
目
の
阿
部
将
太

さ
ん
に
、
保
育
士
に
な
っ
た
き
っ
か
け

や
子
ど
も
達
に
対
す
る
想
い
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
職
業
と
し
て
保
育
士
を
選
ん
だ
理
由
は
？

Ａ
．
高
校
の
運
動
会
の
際
に
、
近
く
の

保
育
園
の
子
ど
も
達
が
遊
び
に
来
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
、
女
性

の
保
育
士
し
か
い
な
い
の
を
見
て
、

男
性
保
育
士
が
い
て
も
い
い
の
で
は

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
．
日
々
の
保
育
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

Ａ
．
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
達

が
い
つ
も
笑
顔
で
い
て
く
れ
る
こ

と
。
全
体
を
見
つ
つ
、「
今
日
は
元

気
が
な
い
な
」、「
家
で
何
か
あ
っ
た

の
か
な
」
な
ど
と
一
人
ひ
と
り
を
き

ち
ん
と
見
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
２
〜
３
年
は
、
園
で
も

家
庭
的
な
雰
囲
気
づ
く
り
（
父
親
的

役
割
）
を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
保
育
士
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
．
子
ど
も
の
成
長
を
間
近
で
見
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
大
人
に
と
っ
て
の
１

年
と
子
ど
も
に
と
っ
て
の
１
年
は
全

く
違
い
ま
す
。
成
長
し
て
い
く
子
ど

も
の
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
本
当
に

誇
り
に
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
保
育
士
と
し
て
の
悩
み
や
辛
か
っ

た
出
来
事
は
？

Ａ
．
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
現
在
、
保
育
士
と
し
て
大
き

な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
が
本

当
に
楽
し
く
、
子
ど
も
達
が
か
わ
い

　

そ
れ
か
ら
10
年
。
阿
部
さ
ん
は
、
中

央
保
育
園
に
は
欠
か
せ
な
い
中
心
的
な

存
在
と
し
て
、子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
や
同
僚
保
育
士
か
ら
も
厚
い
信

頼
を
得
て
活
躍
中
で
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

保
育
を
取
り
巻
く
状
況
が
、制
度
を

含
め
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

今
、保
育
所
・
保
育
士
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
の
将
来
た
め
に
も
、保
育
関
係

者
の
み
な
ら
ず
、社
会
全
体
で
今
後
の

動
き
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
同
僚
の
女
性

保
育
士
も
対
等
に
見
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
男
性
保
育
士
が
も

う
一
人
採
用
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き

な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
県
内
に
男
性
保
育
士
だ
け
が
集
う

場
や
情
報
交
換
の
場
な
ど
は
？

Ａ
．
県
民
間
保
育
所
協
議
会
主
催
の
研

修
会
が
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
由
利
本
荘
市
内
に
は
、

４
名
の
男
性
保
育
士
が
お
り
、
そ
の

う
ち
の
一
人
が
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
た

め
、
定
期
的
に
会
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
り
、
情
報
交
換
等
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
と

こ
ろ
に
頼
れ
る
先
輩
が
お
り
、
大
変

心
強
い
で
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
保
育
士
を
目
指
す
男
性

に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

Ａ
．
日
々
の
保
育
だ
け
で
な
く
、
家
庭

支
援
や
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
な
ど
大
切
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、保
育
士
と
い
う
職
業
は
、

一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ

る
ほ
ど
本
当
に
楽
し
く
、
素
晴
ら
し

い
仕
事
で
す
。
ま
だ
女
性
の
職
場
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
い
状
況
で
す

が
、大
丈
夫
で
す
。
心
配
し
な
い
で
、

夢
を
持
っ
て
進
ん
で
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

男
性
保
育
士
の
役
割
に
つ
い
て
、
藤

井
園
長
は
、「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
、
力

強
さ
、父
親
的
役
割
と
い
っ
た
、女
性
に

は
難
し
い
部
分
で
の
対
応
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。ま
た
、女
性
だ
け
の
職
場

よ
り
も
、男
性
が
入
っ
た
方
が
子
ど
も

に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
多
く
、

女
性
と
男
性
の
保
育
士
が
い
る
こ
と
で

お
互
い
良
い
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。

　

藤
井
園
長
が
初
め
て
阿
部
さ
ん
に

会
っ
た
の
は
、
保
育
士
を
目
指
す
う
え

で
、
現
場
を
見
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
臨
ん
だ
園
見
学
の
時
だ
っ
た
そ
う

で
す
。藤
井
園
長
は
、阿
部
さ
ん
の
真
っ

直
ぐ
に
相
手
の
目
を
見
て
話
す
姿
や
人

柄
に
引
か
れ
「
こ
の
人
だ
！
」
と
直
感

し
、
見
学
で
訪
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

〝
採
用
〞
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

忙しい業務の中、保育士を癒すのはこの笑顔。

今回お話を伺った中央保育園の藤井園長。

夕涼み会に向けて特訓中！

手作りの滑り台で遊ぶ子どもを見守る、
保育士の優しい眼差し。

子ども達は、絵本や紙芝居が大好き。

体育教室で子ども達と一緒に頑張る阿部さん。

阿部さんと、担当する４歳児クラス
の子ども達。

県内認可保育所数

15年
16年
17年
18年
19年
20年
21年
22年
23年
24年
25年

109
110
113
114
118
126
131
134
143
142
145

131
130
123
123
119
112
109
105
101
103
101

240
240
236
237
237
238
240
239
244
245
246

　平成24年８月に成立した「子ども・子育て支援法」、
「認定こども園法の一部改正法」、「子ども・子育て支援
法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴う関係
法律の整備等に関する法律」の子ども・子育て関連３法
に基づく制度のことをいいます。
　財源は、消費税引き上げによる増収分のうち7,000億
程度を確保し、さらに、その他の財源も含めて合計１兆
円超の財源確保が予定されています。
　また、子ども・子育て支援の取り組みは、住民に最も
身近な市町村が幼児期の学校教育・保育、子育て支援の
ニーズを把握し、認定こども園・幼稚園・保育所などの
整備を計画的に進めることになっています。
　『子ども・子育て支援新制度』では、子育てをめぐる課
題の解決を目指して、次の取り組みが進められること
になっています。

◎質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的提供
⇒幼稚園と保育所の良さを併せ持つ「認定こども園」
の普及推進。

◎子育ての相談や一時預かりの場を増やすなど、地域
の子育ての一層の充実
⇒地域のニーズに応じた多様な子育て支援の充実。
◎待機児童解消のための保育受入れ人数の増
⇒市町村が、待機児童解消を計画的に進め、国が支援。
⇒新たに少人数の子どもを預かる保育などへの財政
支援。

◎子どもが減少傾向にある地域の保育支援
⇒身近な地域での保育機能の確保。
⇒地域の多様な保育ニーズへの対応。

年度 民間 公立 計

（※）『子ども・子育て支援新制度』とは

481,600

12,100

2.51

保育士総数（人）

男性（人）

割合（％）

平成７年 平成12年 平成17年 平成22年

305,090

2,515

0.82

361,488

4,666

1.29

419,296

9,277

2.21

保育士の総数と男性の割合
（※平成７年～22年の国勢調査より）

県
内
保
育
所
の
現
状

県
内
保
育
所
の
現
状

平
成
25
年
度
保
育
対
策

予
算
か
ら
見
る
保
育
の
動
向

平
成
25
年
度
保
育
対
策

予
算
か
ら
見
る
保
育
の
動
向

待
機
児
童
解
消
の
た
め
の

保
育
所
受
入
れ
児
童
数
等
の
拡
大

多
様
な
保
育
の
提
供
等

１

中
央
保
育
園
の
保
育

中
央
保
育
園
の
保
育

２

３

男
性
保
育
士
の
活
躍

男
性
保
育
士
の
活
躍

４

保育の動向と県内保育所の現状
　現在、少子化対策が国の重要政策課題の一つに位置付けられ、少子化が将来の社会構造の
基盤を揺るがすような問題となっています。一方、子どもの数は減っているものの、家庭や
地域の養育力低下による育児不安や保護者の勤務形態の多様化などを背景に、保育所の役割・
機能の重要性が増しています。
　今回の特集では、保育を取り巻く国の動向や県内の保育所の現状をお伝えするとともに、
家庭環境の多様化に伴い、保育所において父親的役割を担う男性保育士について紹介します。

保育の動向と県内保育所の現状特集
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秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
さ

れ
、
社
会
福
祉
、
法
律
、
医
療
な
ど
９

名
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
公
正
・
中

立
な
第
三
者
機
関
と
し
て
社
会
福
祉
法

第
83
条
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で

す
。
委
員
会
の
業
務
は
次
の
二
つ
で

す
。①

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

解
決
」

②
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
権

利
擁
護
事
業
）
の
適
切
な
運
営
の

確
保
」

　

各
々
小
委
員
会
を
設
け
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る

「
苦
情
」
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
事
業
者
と
利
用
者
と
の
話
し

合
い
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
事
者
同
士
の

話
し
合
い
で
は
解
決
で
き
な
い
場
合
や

「
苦
情
」
を
言
い
た
く
て
も
言
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時

に
、
秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員
会
に
申

し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

運
営
適
正
化
委
員
会
で
は
、
利
用
者

な
ど
か
ら
苦
情
申
出
が
あ
っ
た
場
合
、

適
切
な
相
談
機
関
の
紹
介
や
必
要
な
助

言
の
ほ
か
、
解
決
に
向
け
た
事
情
調

査
、
あ
っ
せ
ん
等
を
無
料
で
行
い
ま

す
。
ま
た
、
虐
待
や
不
当
な
行
為
が

あ
っ
た
場
合
に
は
秋
田
県
知
事
に
通
知

し
ま
す
。
但
し
、
監
査
、
勧
告
、
指
導

な
ど
の
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
受
付
時
間
は
？

　

月
曜
か
ら
金
曜
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）。
来
所
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

◆
誰
で
も
相
談
で
き
ま
す
か
？

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
本

人
や
家
族
、
代
理
人
（
本
人
の
同
意
を

得
て
い
る
方
）、
ま
た
民
生
委
員
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
の
職

員
等
も
で
き
ま
す
。

◆
匿
名
で
で
き
ま
す
か
？

匿
名
で
も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

た
だ
し
、お
名
前
が
分
か
ら
な
い
と
、事
業

者
に
状
況
を
尋
ね
た
り
、事
実
を
確
認
し

た
り
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

利
用
者
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

例えば…

福祉サービス利用者の苦情相談のご案内
例えば…

福祉サービスを利用され、
こんなことで困っていませんか？話をよく聞いてくれない

温かい食事を食べたい

約束の時間を守ってくれない

サービスの内容が説明と違う

職員の言葉づかい

●
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員
会

　
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
８（
８
６
４
）２
７
２
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８（
８
６
４
）２
７
４
２

　

メ
ー
ル 

ｓ
ｓ
ｃ
＠
ａ
ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｋ
ｅ
ｎ
ｓ
ｈ
ａ
ｋ
ｙ
ｏ
．ｏ
ｒ
．ｊ
ｐ

３

利
用
Ｑ
＆
Ａ

２

１

苦
情
解
決
の
仕
組
み

秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員
会

 

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
相
談

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
）と
は…

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

（
秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員
会
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

（
秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員
会
）
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初
め
ま
し
て
。
私
は
広
青
苑
の
長
寿
観

音
菩
薩
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
社
会
福

祉
法
人
五
城
目
や
ま
ゆ
り
会
か
ら
の
願
い

を
受
け
て
、
今
ま
で
入
居
者
の
皆
さ
ん
を

見
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
早
い
も
の

で
、
ま
も
な
く
20
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
広
青
苑
は
、
大
自
然
に
囲
ま
れ
、

四
季
折
々
の
花
々
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
渡

り
鳥
や
、
時
に
は
カ
モ
シ
カ
や
ク
マ
ま
で

も
遊
び
に
来
る
な

ど
、
季
節
の
移
ろ
い

を
五
感
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
広
青

苑
で
は
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
守
り
な

が
ら
、
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
伝
統
文
化
を
受

け
継
ご
う
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し

て
、
東
北
地
方
で
も
最
も
古
い
形
の
「
彼

岸
花
」
を
作
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
で
き

あ
が
っ
た
花
は
、
地
域
の
施
設
や
住
民
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
職
員
手
作
り
の
「
夏
ま

つ
り
」
や
「
冬
ま
つ
り
」
な
ど
、
開
苑
以

来
、
毎
年
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
な
が
ら
、

盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
の
皆
さ
ん
へ
の
お
礼
に
と
、
平
成
11
年

か
ら
始
め
た
「
公
開
講
座
」
も
大
変
好
評

で
す
。

　

そ
ん
な
訳
で
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
は
、

毎
日
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
刺
激
を
受
け
な

が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
苑
内
か
ら
笑
い

声
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
今
度
は
ど
ん
な

楽
し
い
事
か
な
？
と
参
加
し
た
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
が
、私
は
観
音
菩
薩
。施
設
の

一
角
で
見
守
り
続
け
て
い
る
だ
け
で
す
。

け
れ
ど
も
嬉
し
い
こ
と
に
、
私
の
所
に
も

皆
さ
ん
が
立
ち
寄
り
、心
を
通
わ
せ
、い
ろ

い
ろ
な
お
話
を
し
て
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

広
青
苑
で
は
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流

れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
自
然
の
温
も
り
と

人
の
温
も
り
の
溢
れ
る
広
青
苑
が
大
好
き

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
支
え
ら
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
愛
と
笑
顔
に

包
ま
れ
な
が
ら
、
共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と

が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
入
居
者
の
皆
さ
ん
が
長
寿
で

幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
見
守
っ
て
い

き
ま
す
。（

代
筆
：
石
井
香
津
子
介
護
員
）

対
象
要
件 

（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
）

①
介
護
業
務
の
経
験
が
な
い
方

※

介
護
業
務
の
経
験
が
１
年
未
満
の
方

も
対
象
と
し
ま
す
。

②
雇
用
保
険
を
受
給
中
の
方

※

受
給
期
間
が
終
了
し
て
も
な
お
失
業

中
の
方
を
含
み
ま
す
。

③
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
を
修
了
し
た
方

※

介
護
職
員
基
礎
研
修
、
介
護
職
員
初

任
者
研
修
を
含
み
ま
す
。

実
施
主
体 

　

秋
田
県

（
事
業
受
託
：
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

手
続
き

①
事
業
の
利
用
を
希
望
す
る
方
（
以

下
、「
対
象
者
」
と
い
う
。）
は
、
秋

田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
に
登
録
申
請
を
行
い
ま
す
。

②
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
は
、
介
護
事
業
所
（
当
事

業
登
録
施
設
）
の
中
か
ら
対
象
者

の
受
け
入
れ
が
可
能
な
事
業
所
を

選
定
し
、
調
整
し
ま
す
。

③
受
け
入
れ
調
整
後
、
対
象
者
と
介

護
事
業
所
は
就
労
に
向
け
た
面
談

を
行
い
ま
す
。

④
（
受
け
入
れ
が
決
定
し
た
場
合
）

介
護
事
業
所
は
対
象
者
を
雇
用

し
、
実
務
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
費
用 

　

介
護
事
業
所
に
対
し
、
次
の
額
を
上

限
と
し
て
訓
練
経
費
を
支
給
し
ま
す

（
人
件
費
実
費
）。

※

就
労
期
間
６
ヵ
月
ま
で…

月
額
15
万
円

　

就
労
期
間
７
ヵ
月
以
降…

月
額
10
万
円

実
施
期
間

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
（
就
労
及

び
実
務
訓
練
期
間
）

申
込
先

　

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
（
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会 

福

祉
無
料
職
業
紹
介
所
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
８（
８
６
４
）２
８
８
０

広青苑全景

介
護
の
し
ご
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

介
護
の
し
ご
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

職
場
紹
介リ

レ
ー
№1

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、本
会
会
員
施
設・

市
町
村
社
協
等
の
広
報
担
当
者
に
よ
る
職

場
紹
介
を
リ
レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。

「
介
護
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
就
労
支
援
事
業
」の
ご
案
内

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
広
青
苑

　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
観
音
菩
薩

「
自
然
の
温
も
り
と

  

人
の
温
も
り
の
溢
れ
る
施
設
」

　

介
護
業
務
の
経
験
が
な
い
失
業
中
の
方
を
対
象
に
、
介
護
事
業
所
で
の
就
労
を

通
し
た
実
務
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
介
護
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
を
支
援
し
ま
す
。

　

介
護
業
務
の
経
験
が
な
い
失
業
中
の
方
を
対
象
に
、
介
護
事
業
所
で
の
就
労
を

通
し
た
実
務
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
介
護
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
を
支
援
し
ま
す
。
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住
民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
た
地
域
福
祉
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
推
進
事
業
を
県
内
25
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社
協
」
）
と

協
働
で
取
り
組
み
、
本
会
役
職
員
が
県

内
各
市
町
村
社
協
に
延
べ
60
回
の
個
別

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
社
協
で
は
、「
社
協
・
生

活
支
援
活
動
強
化
方
針
」
を
策
定
し
ま

し
た
が
、
内
容
は
本
県
で
進
め
て
き
た

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
実
践
と
重
な
る
部
分

が
多
く
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
会
議

で
、
改
め
て
個
別
課
題
や
生
活
支
援
の

取
り
組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
市
町
村

社
協
と
共
通
認
識
を
図
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議

会
に
お
い
て
「
生
活
困
窮
者
の
生
活
支

援
の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
部
会
報
告

書
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
社
会
福
祉
法
人

等
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
が
示
さ

れ
、
県
内
で
は
藤
里
町
社
協
に
お
け
る

不
就
労
や
引
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る

方
々
の
交
流
及
び
生
産
活
動
の
拠
点
整

備
と
就
労
支
援
の
取
り
組
み
が
、
制
度

の
狭
間
に
あ
る
生
活
福
祉
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
活
動
と
し
て
、
全
国
的
に

も
先
駆
的
な
実
践
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
東
日
本
大
震
災
」
で
は
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性

が
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県

の
補
助
を
受
け
「
市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

作
成
し
市
町
村
社
協
に
提
示
し
ま
し

た
。
平
成
25
年
３
月
末
現
在
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
社
協
は
、
７
市

町
村
社
協
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
全
市

町
村
社
協
で
の
早
急
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
策

定
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

　

「
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
」
で
は
、

全
県
的
な
福
祉
課
題
を
取
り
ま
と
め
た

政
策
要
望
を
県
・
市
町
村
に
行
い
ま
し

た
。
県
健
康
福
祉
部
長
等
と
の
意
見
交

換
会
で
は
、
課
題
の
共
有
と
解
決
に
向

け
た
共
通
認
識
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
新
た
な
専
門
委
員
会
と
し
て
「
成

年
後
見
制
度
等
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

や
「
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
災
害
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
本
県
に
お
け
る
成
年

後
見
制
度
の
円
滑
な
制
度
活
用
や
災
害

時
の
避
難
支
援
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ

る
社
会
福
祉
施
設
等
の
役
割
・
機
能
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
秋
田
県
社
会
福
祉
大
会
を
、

本
会
設
立
60
周
年
の
記
念
大
会
と
し
て

開
催
し
た
ほ
か
、「
若
者
の
不
就
労
や

社
会
参
加
を
考
え
る
」
県
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
、
県
民
意
識
の
高
揚
に
努

め
ま
し
た
。

　

低
所
得
世
帯
等
の
生
活
基
盤
を
支
え

る
制
度
の
一
つ
で
あ
る
「
生
活
福
祉
資

金
貸
付
事
業
」
の
貸
付
件
数
は
、
総

合
・
福
祉
・
教
育
の
３
資
金
合
わ
せ
て

３
８
５
件
（
前
年
度
比
２
８
２
件
減
）

で
、
中
で
も
失
業
者
等
向
け
の
総
合
支

援
資
金
が
前
年
度
比
１
４
９
件
減
と
半

減
し
、
貸
付
決
定
額
も
前
年
度
よ
り
１

億
５
，
２
７
３
万
円
減
の
１
億
８
，
１

１
５
万
円
の
実
績
で
し
た
。

　

一
方
、
償
還
計
画
額
に
対
す
る
償
還

実
績
額
を
示
す
償
還
率
は
、
23
．５
％

と
前
年
度
よ
り
２
．６
ポ
イ
ン
ト
下
が

り
ま
し
た
が
、
国
庫
補
助
で
専
任
職
員

を
配
置
し
、
11
月
か
ら
滞
納
世
帯
に
対

す
る
自
宅
訪
問
を
中
心
と
し
た
償
還
指

導
を
延
べ
１
，
１
８
７
件
行
っ
た
結

果
、
世
帯
の
生
活
状
況
に
応
じ
た
償
還

が
再
開
さ
れ
る
な
ど
指
導
の
成
果
が
表

れ
て
き
て
い
ま
す
。
反
面
、
失
業
後
の

再
就
職
が
困
難
な
世
帯
や
行
方
不
明
ま

た
は
自
己
破
産
な
ど
を
主
な
理
由
と
す

る
償
還
困
難
ケ
ー
ス
の
増
加
に
よ
り
、総

合
支
援
資
金
が
前
年
度
対
比
で
21
．９
ポ

イ
ン
ト
下
が
っ
た
こ
と
が
全
体
的
な
償

還
率
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
滞
納
初
期
段
階
に
お
け
る
対

応
の
強
化
と
貸
付
後
に
お
け
る
相
談
支

援
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
た
め
、
市

町
村
社
協
と
民
生
委
員
の
連
携
強
化
に

努
め
ま
す
。

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
支
援
し
、
権
利
を
守
る
「
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
（
地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
）」
の
相
談
受
付
は
３
，
７
６
３

件
（
前
年
度
比
１
，
３
２
１
件
増
）、

新
規
契
約
件
数
は
60
件
（
前
年
度
よ
り

10
件
増
）、
実
利
用
件
数
は
２
５
５
件

（
前
年
度
よ
り
22
件
増
）
と
な
り
、
中

央
地
区
（
秋
田
市
）
に
専
門
員
を
１
名

増
員
し
た
こ
と
に
よ
る
効
果
が
実
績
に

結
び
付
き
ま
し
た
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及
び
家
族
等

か
ら
電
話
・
来
所
等
で
「
秋
田
県
運
営

適
正
化
委
員
会
」
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情

件
数
は
27
件
（
前
年
度
30
件
）
で
、
適

切
な
助
言
や
他
機
関
の
紹
介
に
よ
り
解

決
を
図
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
施
設
経
営
指
導
事
業
で

は
、
施
設
経
営
の
一
般
相
談
・
専
門
相

談
を
実
施
し
、
１
６
３
件
（
前
年
度
比

23
件
減
）
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
研
修
事
業
で
は
、
経
験
年

数
に
基
づ
く
階
層
別
研
修
や
職
域
研
修

な
ど
、
全
22
コ
ー
ス
（
27
回
／
延
べ
開

催
日
数
43
日
）
の
研
修
を
実
施
し
、
福

祉
保
健
従
事
者
の
資
質
向
上
及
び
対
人

援
助
等
の
専
門
職
と
し
て
必
要
な
知

識
・
技
術
の
習
得
を
図
り
ま
し
た
。

　

福
祉
人
材
確
保
支
援
事
業
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
施

設
・
事
業
所
訪
問
（
延
べ
１
，
３
３
６

事
業
所
）
を
実
施
し
た
結
果
、
新
規
求

人
数
は
前
年
度
よ
り
１
９
７
人
多
い

２
，
９
８
２
人
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
求
人
事
業
所
登
録
を
61
ヵ
所
新
た

に
開
拓
（
有
効
求
人
事
業
所
延
べ
１
，

９
８
８
ヵ
所
）
す
る
な
ど
、
福
祉
の
仕

事
へ
の
就
労
を
希
望
す
る
方
々
の
雇
用

機
会
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
求
職
登
録
者
の
状
況
で
は
、

登
録
者
（
３
月
末
現
在
有
効
求
職
者

２
，
１
４
４
名
）
の
約
３
割
が
福
祉
職

場
で
在
職
中
で
す
。
ま
た
、
学
生
の
登

録
者
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
前
年
度

比
約
50
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
職
へ
の
転
職
を
希
望
す
る
登
録

者
（
失
業
者
）
の
実
務
訓
練
を
行
う

「
介
護
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
就
労
支

援
事
業
」
で
は
、
本
年
度
の
登
録
者
45

名
の
う
ち
42
名
が
継
続
雇
用
ま
た
は
訓

練
終
了
後
の
雇
用
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

安
定
的
な
財
源
確
保
に
向
け
て
は
、

32
ヵ
所
の
事
業
所
が
新
規
会
員
と
な
り

ま
し
た
が
、
特
別
会
員
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
の
理
解
や
啓
発
を
図
る
取

り
組
み
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
対
象
施
設
と
さ
れ
る
特
別
会
員
の

加
入
率
は
約
13
．６
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
施
設
訪
問
の
強
化
な
ど
を
含

め
、
加
入
促
進
の
あ
り
方
を
検
討
し
な

が
ら
会
員
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

自
主
財
源
確
保
で
は
、
火
災
共
済
や

自
動
車
共
済
、
自
動
車
リ
ー
ス
の
促
進

な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
前
年
度
対
比

で
約
10
％
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
会
館
の
利
用
促
進
で
は
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
団
体
等
へ
の
訪
問

を
行
う
と
と
も
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
会
議
室
の
空
き
状
況
の
確
認
及
び
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
、利
便

性
を
高
め
た
結
果
、利
用
件
数
は
１
，６

４
８
件（
前
年
度
利
用
件
数
１
，６
１
６

件
）と
32
件
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た

が
、利
用
料
収
入
で
達
成
率
90
．２
％
と

目
標
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
生
活
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
た
協
働
体
制
づ
く
り

基
本
方
針
２

県
民
総
参
加
で
支
え
あ
う

　
　
　
　

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針
１

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

保
護
・
相
談
支
援
体
制
の
強
化

基
本
方
針
３

安
定
し
た
経
営
基
盤
・

　
　
　
　
　

推
進
体
制
の
強
化

基
本
方
針
５

社
会
福
祉
経
営
の
基
盤
強
化
と

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

基
本
方
針
４

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告
及
び
決
算

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告
及
び
決
算

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告
及
び
決
算

平
成
24
年
度

労
支

者
45

は
訓

て
お

す
。

は
、

な
り

の
メ

る
取

も
あ

員っをし 化

９

済
や

促
進

対
比は

、
訪
問

に
よ

び
申

利
便，６

１
６

し
た

％
と。

も
あ

員
の

っ
て

を
含

し
な

一般会計　貸借対照表 一般会計　事業活動収支計算書

（資産の部） （負債の部）
１．流動資産

　　現　　金

　　預　　金

　　未 収 金

　　前 払 金

２．固定資産

　　基本財産

　　その他の固定資産

63,277,638

0

60,231,737

2,968,911

76,990

250,946,326

3,000,000

3,000,000

247,946,326

2,315,127

1,215,338

4,126,166

9,790

119,691,630

37,088,275

53,500,000

0

30,000,000

314,223,964

１．流動負債

　　未　払　金

　　預　り　金

２．固定負債

　　全社協退職給与引当金

　　福利協会退職給与引当金

　　　　負債の部合計

１．基本金

　　基本金

２．基金

　　災害ボランティア基金

３．その他の積立金

　　事業振興準備積立金

　　事業振興積立金

４．次期繰越活動収支差額

　　前期繰越活動収支差額

　　当期活動収支差額

　　　純資産の部合計

　負債及び純資産の部合計

14,097,934

13,699,804

398,130

179,075,595

141,987,320

37,088,275

193,173,529

3,000,000

3,000,000

30,000,000

30,000,000

34,500,000

34,500,000

0

53,550,435

48,495,273

5,055,162

121,050,435

314,223,964

基本財産
特定預金

車両運搬費

器具及び備品

長期預け金

収益事業会計
元入金

全社協退職共済
預け金
福利協会退職金
給付資金預け金
事業振興準備
積立特定預金
事業振興積立
特定資産
災害ボランティア
基金積立預金

 
（純資産の部）

 

 

 

 

 

 

資産の部合計

収入 支出
科目 金額 科目 金額

会費収入
寄附金収入
補助金収入
助成金収入
受託金収入
事業収入
共同募金配分金収入
負担金収入
雑　収　入
引当金戻入
　  事業活動収入計（1）

受取利息配当金収入
会計単位間繰入金収入
経理区分間繰入金収入
　事業活動外収入計（4）

施設整備等寄附金収入
固定資産売却益
　　  特別収入計（8）

前期繰越活動収支差額（12）  
当期末繰越活動収支差額（13）＝（11）＋（12）  
基本金取崩額（14）  
基本金組入額（15）  
その他の積立金取崩額（16）  
その他の積立金積立額（17）  
次期繰越活動収支差額（18）＝（13）＋（14）－（15）＋（16）－（17）

44,297,670
5,815,585
58,196,200
8,408,800
95,601,518
19,025,988
6,000,000
23,074,500
3,440,505
10,495,320
274,356,086

76,501
3,652,873
12,234,104
15,963,478

2,207,900
10,500

2,218,400

人件費支出
事務費支出
事業費支出
分担金支出
助成金支出
負担金支出
減価償却費
退職給与引当金繰入

　  事業活動支出計（2）

経理区分間繰入金支出

　事業活動外支出計（5）

固定資産売却損及び処分損

　　  特別支出計（9）

153,532,984
9,078,702
57,765,527
1,712,100
38,062,584
2,010,899
300,364

13,643,264

276,106,424
△ 1,750,338
11,376,375

11,376,375
4,587,103
2,836,765

3

3
2,218,397
5,055,162
48,495,273
53,550,435

0
0
0
0

53,550,435

平成25年３月31日現在
（単位：円）

（自）平成24年４月１日　　（至）平成25年３月31日
（単位：円）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支
の
部

事
業
活
動
外
収
支
の
部

特
別
収
支
の
部

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部

事業活動外収支差額（6）＝（4）－（5）

事業活動収支差額（3）＝（1）－（2）

経常収支差額（7）＝（3）＋（6）

特別収支差額（10）＝（8）－（9）
当期活動収支差額（11）＝（7）＋（10）
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住
民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
た
地
域
福
祉
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
推
進
事
業
を
県
内
25
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社
協
」
）
と

協
働
で
取
り
組
み
、
本
会
役
職
員
が
県

内
各
市
町
村
社
協
に
延
べ
60
回
の
個
別

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
社
協
で
は
、「
社
協
・
生

活
支
援
活
動
強
化
方
針
」
を
策
定
し
ま

し
た
が
、
内
容
は
本
県
で
進
め
て
き
た

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
実
践
と
重
な
る
部
分

が
多
く
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
会
議

で
、
改
め
て
個
別
課
題
や
生
活
支
援
の

取
り
組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
市
町
村

社
協
と
共
通
認
識
を
図
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議

会
に
お
い
て
「
生
活
困
窮
者
の
生
活
支

援
の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
部
会
報
告

書
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
社
会
福
祉
法
人

等
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
が
示
さ

れ
、
県
内
で
は
藤
里
町
社
協
に
お
け
る

不
就
労
や
引
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る

方
々
の
交
流
及
び
生
産
活
動
の
拠
点
整

備
と
就
労
支
援
の
取
り
組
み
が
、
制
度

の
狭
間
に
あ
る
生
活
福
祉
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
活
動
と
し
て
、
全
国
的
に

も
先
駆
的
な
実
践
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
東
日
本
大
震
災
」
で
は
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性

が
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県

の
補
助
を
受
け
「
市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

作
成
し
市
町
村
社
協
に
提
示
し
ま
し

た
。
平
成
25
年
３
月
末
現
在
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
社
協
は
、
７
市

町
村
社
協
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
全
市

町
村
社
協
で
の
早
急
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
策

定
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

　

「
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
」
で
は
、

全
県
的
な
福
祉
課
題
を
取
り
ま
と
め
た

政
策
要
望
を
県
・
市
町
村
に
行
い
ま
し

た
。
県
健
康
福
祉
部
長
等
と
の
意
見
交

換
会
で
は
、
課
題
の
共
有
と
解
決
に
向

け
た
共
通
認
識
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
新
た
な
専
門
委
員
会
と
し
て
「
成

年
後
見
制
度
等
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

や
「
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
災
害
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
本
県
に
お
け
る
成
年

後
見
制
度
の
円
滑
な
制
度
活
用
や
災
害

時
の
避
難
支
援
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ

る
社
会
福
祉
施
設
等
の
役
割
・
機
能
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
秋
田
県
社
会
福
祉
大
会
を
、

本
会
設
立
60
周
年
の
記
念
大
会
と
し
て

開
催
し
た
ほ
か
、「
若
者
の
不
就
労
や

社
会
参
加
を
考
え
る
」
県
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
、
県
民
意
識
の
高
揚
に
努

め
ま
し
た
。

　

低
所
得
世
帯
等
の
生
活
基
盤
を
支
え

る
制
度
の
一
つ
で
あ
る
「
生
活
福
祉
資

金
貸
付
事
業
」
の
貸
付
件
数
は
、
総

合
・
福
祉
・
教
育
の
３
資
金
合
わ
せ
て

３
８
５
件
（
前
年
度
比
２
８
２
件
減
）

で
、
中
で
も
失
業
者
等
向
け
の
総
合
支

援
資
金
が
前
年
度
比
１
４
９
件
減
と
半

減
し
、
貸
付
決
定
額
も
前
年
度
よ
り
１

億
５
，
２
７
３
万
円
減
の
１
億
８
，
１

１
５
万
円
の
実
績
で
し
た
。

　

一
方
、
償
還
計
画
額
に
対
す
る
償
還

実
績
額
を
示
す
償
還
率
は
、
23
．５
％

と
前
年
度
よ
り
２
．６
ポ
イ
ン
ト
下
が

り
ま
し
た
が
、
国
庫
補
助
で
専
任
職
員

を
配
置
し
、
11
月
か
ら
滞
納
世
帯
に
対

す
る
自
宅
訪
問
を
中
心
と
し
た
償
還
指

導
を
延
べ
１
，
１
８
７
件
行
っ
た
結

果
、
世
帯
の
生
活
状
況
に
応
じ
た
償
還

が
再
開
さ
れ
る
な
ど
指
導
の
成
果
が
表

れ
て
き
て
い
ま
す
。
反
面
、
失
業
後
の

再
就
職
が
困
難
な
世
帯
や
行
方
不
明
ま

た
は
自
己
破
産
な
ど
を
主
な
理
由
と
す

る
償
還
困
難
ケ
ー
ス
の
増
加
に
よ
り
、総

合
支
援
資
金
が
前
年
度
対
比
で
21
．９
ポ

イ
ン
ト
下
が
っ
た
こ
と
が
全
体
的
な
償

還
率
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
滞
納
初
期
段
階
に
お
け
る
対

応
の
強
化
と
貸
付
後
に
お
け
る
相
談
支

援
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
た
め
、
市

町
村
社
協
と
民
生
委
員
の
連
携
強
化
に

努
め
ま
す
。

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
支
援
し
、
権
利
を
守
る
「
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
（
地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
）」
の
相
談
受
付
は
３
，
７
６
３

件
（
前
年
度
比
１
，
３
２
１
件
増
）、

新
規
契
約
件
数
は
60
件
（
前
年
度
よ
り

10
件
増
）、
実
利
用
件
数
は
２
５
５
件

（
前
年
度
よ
り
22
件
増
）
と
な
り
、
中

央
地
区
（
秋
田
市
）
に
専
門
員
を
１
名

増
員
し
た
こ
と
に
よ
る
効
果
が
実
績
に

結
び
付
き
ま
し
た
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及
び
家
族
等

か
ら
電
話
・
来
所
等
で
「
秋
田
県
運
営

適
正
化
委
員
会
」
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情

件
数
は
27
件
（
前
年
度
30
件
）
で
、
適

切
な
助
言
や
他
機
関
の
紹
介
に
よ
り
解

決
を
図
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
施
設
経
営
指
導
事
業
で

は
、
施
設
経
営
の
一
般
相
談
・
専
門
相

談
を
実
施
し
、
１
６
３
件
（
前
年
度
比

23
件
減
）
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
研
修
事
業
で
は
、
経
験
年

数
に
基
づ
く
階
層
別
研
修
や
職
域
研
修

な
ど
、
全
22
コ
ー
ス
（
27
回
／
延
べ
開

催
日
数
43
日
）
の
研
修
を
実
施
し
、
福

祉
保
健
従
事
者
の
資
質
向
上
及
び
対
人

援
助
等
の
専
門
職
と
し
て
必
要
な
知

識
・
技
術
の
習
得
を
図
り
ま
し
た
。

　

福
祉
人
材
確
保
支
援
事
業
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
施

設
・
事
業
所
訪
問
（
延
べ
１
，
３
３
６

事
業
所
）
を
実
施
し
た
結
果
、
新
規
求

人
数
は
前
年
度
よ
り
１
９
７
人
多
い

２
，
９
８
２
人
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
求
人
事
業
所
登
録
を
61
ヵ
所
新
た

に
開
拓
（
有
効
求
人
事
業
所
延
べ
１
，

９
８
８
ヵ
所
）
す
る
な
ど
、
福
祉
の
仕

事
へ
の
就
労
を
希
望
す
る
方
々
の
雇
用

機
会
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
求
職
登
録
者
の
状
況
で
は
、

登
録
者
（
３
月
末
現
在
有
効
求
職
者

２
，
１
４
４
名
）
の
約
３
割
が
福
祉
職

場
で
在
職
中
で
す
。
ま
た
、
学
生
の
登

録
者
が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
前
年
度

比
約
50
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
職
へ
の
転
職
を
希
望
す
る
登
録

者
（
失
業
者
）
の
実
務
訓
練
を
行
う

「
介
護
職
へ
の
キ
ャ
リ
ア
転
換
就
労
支

援
事
業
」
で
は
、
本
年
度
の
登
録
者
45

名
の
う
ち
42
名
が
継
続
雇
用
ま
た
は
訓

練
終
了
後
の
雇
用
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

安
定
的
な
財
源
確
保
に
向
け
て
は
、

32
ヵ
所
の
事
業
所
が
新
規
会
員
と
な
り

ま
し
た
が
、
特
別
会
員
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
の
理
解
や
啓
発
を
図
る
取

り
組
み
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
対
象
施
設
と
さ
れ
る
特
別
会
員
の

加
入
率
は
約
13
．６
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
施
設
訪
問
の
強
化
な
ど
を
含

め
、
加
入
促
進
の
あ
り
方
を
検
討
し
な

が
ら
会
員
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

自
主
財
源
確
保
で
は
、
火
災
共
済
や

自
動
車
共
済
、
自
動
車
リ
ー
ス
の
促
進

な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
前
年
度
対
比

で
約
10
％
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
会
館
の
利
用
促
進
で
は
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
団
体
等
へ
の
訪
問

を
行
う
と
と
も
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
会
議
室
の
空
き
状
況
の
確
認
及
び
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
、利
便

性
を
高
め
た
結
果
、利
用
件
数
は
１
，６

４
８
件（
前
年
度
利
用
件
数
１
，６
１
６

件
）と
32
件
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た

が
、利
用
料
収
入
で
達
成
率
90
．２
％
と

目
標
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
生
活
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
た
協
働
体
制
づ
く
り

基
本
方
針
２

県
民
総
参
加
で
支
え
あ
う

　
　
　
　

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針
１

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

保
護
・
相
談
支
援
体
制
の
強
化

基
本
方
針
３

安
定
し
た
経
営
基
盤
・

　
　
　
　
　

推
進
体
制
の
強
化

基
本
方
針
５

社
会
福
祉
経
営
の
基
盤
強
化
と

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

基
本
方
針
４

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告
及
び
決
算

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告
及
び
決
算

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
報
告
及
び
決
算

平
成
24
年
度

労
支

者
45

は
訓

て
お

す
。

は
、

な
り

の
メ

る
取

も
あ

員っをし 化

９

済
や

促
進

対
比は

、
訪
問

に
よ

び
申

利
便，６

１
６

し
た

％
と。

も
あ

員
の

っ
て

を
含

し
な

一般会計　貸借対照表 一般会計　事業活動収支計算書

（資産の部） （負債の部）
１．流動資産

　　現　　金

　　預　　金

　　未 収 金

　　前 払 金

２．固定資産

　　基本財産

　　その他の固定資産

63,277,638

0

60,231,737

2,968,911

76,990

250,946,326

3,000,000

3,000,000

247,946,326

2,315,127

1,215,338

4,126,166

9,790

119,691,630

37,088,275

53,500,000

0

30,000,000

314,223,964

１．流動負債

　　未　払　金

　　預　り　金

２．固定負債

　　全社協退職給与引当金

　　福利協会退職給与引当金

　　　　負債の部合計

１．基本金

　　基本金

２．基金

　　災害ボランティア基金

３．その他の積立金

　　事業振興準備積立金

　　事業振興積立金

４．次期繰越活動収支差額

　　前期繰越活動収支差額

　　当期活動収支差額

　　　純資産の部合計

　負債及び純資産の部合計

14,097,934

13,699,804

398,130

179,075,595

141,987,320

37,088,275

193,173,529

3,000,000

3,000,000

30,000,000

30,000,000

34,500,000

34,500,000

0

53,550,435

48,495,273

5,055,162

121,050,435

314,223,964

基本財産
特定預金

車両運搬費

器具及び備品

長期預け金

収益事業会計
元入金

全社協退職共済
預け金
福利協会退職金
給付資金預け金
事業振興準備
積立特定預金
事業振興積立
特定資産
災害ボランティア
基金積立預金

 
（純資産の部）

 

 

 

 

 

 

資産の部合計

収入 支出
科目 金額 科目 金額

会費収入
寄附金収入
補助金収入
助成金収入
受託金収入
事業収入
共同募金配分金収入
負担金収入
雑　収　入
引当金戻入
　  事業活動収入計（1）

受取利息配当金収入
会計単位間繰入金収入
経理区分間繰入金収入
　事業活動外収入計（4）

施設整備等寄附金収入
固定資産売却益
　　  特別収入計（8）

前期繰越活動収支差額（12）  
当期末繰越活動収支差額（13）＝（11）＋（12）  
基本金取崩額（14）  
基本金組入額（15）  
その他の積立金取崩額（16）  
その他の積立金積立額（17）  
次期繰越活動収支差額（18）＝（13）＋（14）－（15）＋（16）－（17）

44,297,670
5,815,585
58,196,200
8,408,800
95,601,518
19,025,988
6,000,000
23,074,500
3,440,505
10,495,320
274,356,086

76,501
3,652,873
12,234,104
15,963,478

2,207,900
10,500

2,218,400

人件費支出
事務費支出
事業費支出
分担金支出
助成金支出
負担金支出
減価償却費
退職給与引当金繰入

　  事業活動支出計（2）

経理区分間繰入金支出

　事業活動外支出計（5）

固定資産売却損及び処分損

　　  特別支出計（9）

153,532,984
9,078,702
57,765,527
1,712,100
38,062,584
2,010,899
300,364

13,643,264

276,106,424
△ 1,750,338
11,376,375

11,376,375
4,587,103
2,836,765

3

3
2,218,397
5,055,162
48,495,273
53,550,435

0
0
0
0

53,550,435

平成25年３月31日現在
（単位：円）

（自）平成24年４月１日　　（至）平成25年３月31日
（単位：円）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支
の
部

事
業
活
動
外
収
支
の
部

特
別
収
支
の
部

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部

事業活動外収支差額（6）＝（4）－（5）

事業活動収支差額（3）＝（1）－（2）

経常収支差額（7）＝（3）＋（6）

特別収支差額（10）＝（8）－（9）
当期活動収支差額（11）＝（7）＋（10）
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【
平
成
25
年
４
月
〜
６
月
末
】

◎
一
般
金
銭
預
託
◎

・
狩
野
喜
美
子　

様

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円

・
匿
名

２
０
０
，
０
０
０
円

◎
指
定
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
県
大
衆
音
楽
協
会　

様

１
０
，
０
０
０
円

◎
物
品
預
託
◎

・
カ
ン
パ
ネ
ラ
・
コ
ー
ル
創
立
65
周
年

記
念
演
奏
会
実
行
委
員
会　

様

記
念
演
奏
会
招
待
券
50
枚

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
金
銭
預
託
◎

・
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

３
３
，
１
９
５
円

・
秋
田
市
佛
教
会　

様
４
６
，
０
０
０
円

・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店　

様

６
，
０
８
５
円

・
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会　

様

３
０
，
６
５
０
円

・
匿
名

５
０
，
０
０
０
円

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体

様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

　

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動

や
障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動

な
ど
社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す

る「
一
般
寄
附
」と
、寄
附
者
が
使
途
を

特
定
す
る「
指
定
寄
附
」が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
企
画
部

　

秋
田
市
旭
北
栄
町
１
│
５

　

℡
０
１
８
│
８
６
４
│
２
７
１
１

　

社
会
福
祉
事
業
協

賛
と
し
て
開
催
さ
れ

る
「
ポ
ッ
プ
サ
ー
カ

ス
秋
田
公
演
」
に
つ

い
て
、
主
催
者
で
あ

る
秋
田
魁
新
報
社
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
本

会
会
員
施
設
（
高

齢
・
障
害
・
児
童
施
設
）
の
利
用
者
を

無
料
招
待
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
２
日
の
贈
呈
式
で
は
、
秋
田
魁
新

報
社
小
笠
原
直
樹
取
締
役
社
長
よ
り
目

録
が
渡
さ
れ
、
本
会
の
野
口
副
会
長
が

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
秋
田
公
演
に

　
　
　
　
　

施
設
利
用
者
を
招
待

社
会
福
祉
事
業
協

賛
と
し
て
開
催
さ
れ

る
「
ポ
ッ
プ
サ
ー
カ

ス
秋
田
公
演
」
に
つ

い
て
、
主
催
者
で
あ

る
秋
田
魁
新
報
社
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
本

会
会
員
施
設
（
高

齢
・
障
害
・
児
童
施
設
）
の
利
用
者
を

無
料
招
待
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
２
日
の
贈
呈
式
で
は
、
秋
田
魁
新

報
社
小
笠
原
直
樹
取
締
役
社
長
よ
り
目

録
が
渡
さ
れ
、
本
会
の
野
口
副
会
長
が

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ポ
ッ
プ
サ
ー
カ
ス
秋
田
公
演
に

施
設
利
用
者
を
招
待

皆
様
の
善
意

災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
関
係

善
意
の
募
集
に
つ
い
て
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秋
田
市
の
住
宅
地
に
あ
る
「
ウ
ェ
ル

ビ
ュ
ー
い
ず
み
」
は
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
保
育
所
や
老

人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ

れ
た
複
合
施
設
で
す
。

 

平
成
14
年
の
開
設
と
同
時
に
『
喫
茶

う
ぇ
る
び
ゅ
ー
』
も
オ
ー
プ
ン
。
住
宅

地
の
中
に
あ
る
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
地
域
の
夏
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
に
根
差
し

た
店
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
男

性
３
名
、
女
性
４
名
の
利
用
者
の
皆
さ

ん
が
接
客
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
秋
に
は
、「
パ

ン
・
菓
子
工
房
が
じ
ゅ
ま
る
の
木
」
が

完
成
し
、
パ
ン
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な

ど
の
販
売
も
開
始
し
ま
し
た
。
で
き
る

限
り
添
加
物
を
使
用
せ
ず
に
優
し
い
パ

ン
・
菓
子
作
り
を
心
掛
け
、
職
員
と
利

用
者
の
方
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
食
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
手
作
り
カ

レ
ー
が
人
気
で
、
サ
ラ
ダ
・
ス
ー
プ
・

デ
ザ
ー
ト
付
き
で
４
０
０
円
で
す
。
ま

た
、
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
に
販
売
さ

れ
る
パ
ン
（
３
種
類
、
36
個
限
定
、
１

０
０
円
〜
）
の
中
で
は
、
米
粉
入
り
焼

カ
レ
ー
パ
ン
が
一
番
人
気
で
、
売
り
切

れ
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ふ
わ
ふ
わ
の
柔
ら
か
な
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
（
１
ピ
ー
ス
１
０
０
円
〜
、
１

ホ
ー
ル
８
０
０
円
〜
）
は
取
材
し
た
７

月
に
は
12
種
類
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

味
が
楽
し
め
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
〝
喫
茶
店
の

店
員
〞
と
い
う
高
い
意
識
を
持
ち
、
接

客
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

人気の手作りカレーは400円で
このボリューム！

利用者の皆さんの明るく元気な接客は、
お客さんにも大変好評です。

シフォンケーキは、プ
レーン、バナナなどの定
番に加え、ヨーグルト
やココアも人気です。

一番人気の
「焼きカレーパン」。

シリーズシリーズ

秋田市泉菅野二丁目17－27
TEL 018-896-6277
FAX 018-896-6482

http://www.meiwakai.or.jp/izumi/

商品に関するお問い合わせ

　　営業時間　11：00～15：00
　　定 休 日　土曜・日曜（第２土曜日は営業）

社会福祉法人　いずみ会
ウ ェ ル ビ ュ ー い ず み

喫茶 うぇるびゅー
パン・菓子工房がじゅまるの木

シリーズ こ だ わ り の品
　本会会員である障害者就労施設等の製品や販売活動を取材し、シリーズ
でご紹介します。
　初回となる今号は、パン・菓子を販売し、施設内で喫茶を運営している
秋田市の「ウェルビューいずみ」障害福祉サービスセンターです。


